
JP 6884106 B2 2021.6.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配達荷物検出システムであって、
　第１のワイヤレス通信システム及び無線周波数識別読取り装置を有するドアベルと、
　前記第１のワイヤレス通信システムを介して前記ドアベルと通信で結合されたリモート
コンピューティングデバイスと、
　無線周波数識別タグを有する配達荷物とを備え、
　前記ドアベルが、前記配達荷物の前記無線周波数識別タグを読み取る前記無線周波数識
別読取り装置によって前記配達荷物を検出するように構成され、
　前記ドアベルが前記配達荷物の前記無線周波数識別タグを検出することに応答して前記
ドアベルから前記リモートコンピューティングデバイスに送られる第１の通知をさらに備
え、
　前記システムが、前記ドアベルの前記無線周波数識別読取り装置の検出範囲からの前記
配達荷物の取り去りを検出するように構成されるように、前記配達荷物の前記無線周波数
識別タグが前記ドアベルによってもはや検出されないと前記ドアベルが決定することに応
答して前記ドアベルから前記リモートコンピューティングデバイスに送られる第２の通知
をさらに備え、
　前記第２の通知が、前記配達荷物の前記無線周波数識別タグが前記ドアベルによっても
はや検出されないと前記ドアベルが決定することに応答して前記ドアベルのカメラによっ
て撮られた第２の写真を備える、システム。



(2) JP 6884106 B2 2021.6.9

10

20

30

40

50

【請求項２】
　前記ドアベルが前記配達荷物を検出することに応答して前記ドアベルからリモートコン
ピュータシステムに送られる第１の通信をさらに備え、前記リモートコンピュータシステ
ムが、前記配達荷物に関する情報を有するデータベースを備える、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項３】
　前記リモートコンピュータシステムが前記第１の通信を受信することに応答して前記リ
モートコンピュータシステムから前記ドアベルに送られる第２の通信をさらに備え、前記
第２の通信が、前記配達荷物に関する前記情報を備える、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記ドアベルが前記第２の通信を受信することに応答して前記ドアベルから前記リモー
トコンピューティングデバイスに送られる第３の通信をさらに備え、前記第３の通信が、
前記情報を備える、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記第３の通信が、いつ前記ドアベルが前記配達荷物を最初に検出したかを示す時間を
備える、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ドアベルが前記第２の通信を受信することに応答して前記ドアベルから前記リモー
トコンピューティングデバイスに送られる第４の通信をさらに備え、前記第４の通信が、
前記ドアベルのカメラによって撮られた第１の写真を備える、請求項４に記載のシステム
。
【請求項７】
　前記ドアベルが前記配達荷物を検出することに応答して前記ドアベルから前記リモート
コンピューティングデバイスに送られる第４の通信をさらに備え、前記第４の通信が、前
記ドアベルのカメラによって撮られた第１の写真を備える、請求項４に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第１の通知が、前記ドアベルが前記配達荷物の前記無線周波数識別タグを検出する
ことに応答して前記ドアベルのカメラによって撮られた第１の写真を備え、
前記リモートコンピューティングデバイスが、表示画面を備え、前記システムが、第１の
通知に応答して前記リモートコンピューティングデバイスのユーザが前記表示画面上で前
記配達荷物を見ることを可能にするように構成されるように、前記システムが、前記表示
画面に表示された前記第１の写真の少なくとも一部をさらに備える、
請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記第２の通知が、前記ドアベルが前記配達荷物の取り去りを検出することに応答して
前記ドアベルから前記リモートコンピューティングデバイスに送られる、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１０】
　配達荷物検出システムであって、
　第１のワイヤレス通信システム及び無線周波数識別読取り装置を有するドアベルと、
　前記第１のワイヤレス通信システムを介して前記ドアベルと通信で結合されたリモート
コンピューティングデバイスと、
　無線周波数識別タグを有する配達荷物とを備え、
　前記ドアベルが、前記配達荷物の前記無線周波数識別タグを読み取る前記無線周波数識
別読取り装置によって前記配達荷物を検出するように構成され、
　前記ドアベルが前記配達荷物の前記無線周波数識別タグを検出することに応答して前記
ドアベルから前記リモートコンピューティングデバイスに送られる第１の通知をさらに備
え、
　１回目に前記ドアベルによって検出された前記無線周波数識別タグの第１の信号と、２
回目に前記ドアベルによって検出された前記無線周波数識別タグの第２の信号と、前記ド
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アベルが前記第２の信号は前記第１の信号よりも弱いと決定することによって前記配達荷
物の取り去りを検出することに応答して前記ドアベルから前記リモートコンピューティン
グデバイスに送られる第２の通知とをさらに備え、
　前記第２の通知が、前記ドアベルが前記取り去りを検出することに応答して前記ドアベ
ルのカメラによって撮られた第２の写真を備える
請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記ドアベルが前記配達荷物を検出することに応答して前記ドアベルからリモートコン
ピュータシステムに送られる第１の通信をさらに備え、前記リモートコンピュータシステ
ムが、前記配達荷物に関する情報を有するデータベースを備える、請求項１０に記載のシ
ステム。
【請求項１２】
　前記第１の通知が、前記ドアベルが前記配達荷物の前記無線周波数識別タグを検出する
ことに応答して前記ドアベルのカメラによって撮られた第１の写真を備え、
　前記リモートコンピューティングデバイスが、表示画面を備え、前記システムが、第１
の通知に応答して前記リモートコンピューティングデバイスのユーザが前記表示画面上で
前記配達荷物を見ることを可能にするように構成されるように、前記システムが、前記表
示画面に表示された前記第１の写真の少なくとも一部をさらに備える、
請求項１０に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、その内容全体を参照により本明細書に組み込む、２０１５年１１月２８日に
出願された、「ＤＯＯＲＢＥＬＬ　ＣＨＩＭＥ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ
Ｓ」という題名の米国仮特許出願第６２／２６０，５０８号と、２０１６年１月２７日に
出願された、「ＤＯＯＲＢＥＬＬ　ＣＨＩＭＥ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ
Ｓ」という題名の米国本特許出願第１５／００８，３６６号と、２０１６年１月２７日に
出願された、「ＤＯＯＲＢＥＬＬ　ＰＡＣＫＡＧＥ　ＤＥＴＥＣＴＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭ
Ｓ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ」という題名の米国本特許出願第１５／００８，３０４号と
、２０１６年５月２７日に出願された、「ＤＯＯＲＢＥＬＬ　ＰＡＣＫＡＧＥ　ＤＥＴＥ
ＣＴＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ」という題名の米国本特許出願第
１５／１６７，８３１号との利益及び優先権を主張する。
【０００２】
　本明細書で開示される様々な実施形態は、ドアベルに関する。ある特定の実施形態は、
小包を検出するドアベルシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ドアベルは、ドアなどの入口点の外側にいる人が、外側の誰かが内側の誰かと話したが
っていることを入口点の内側の人に警報で知らせることを可能にし得る。ドアベルは、時
に、住居、オフィス、居住施設、倉庫、ビルディング、又は建造物の玄関ドア、通用口、
又は裏口などのドアの近くに置かれたボタンを含む。ドアベルは、時に、部分的に囲い込
まれたエリアへの門又は何らかの他の入口の近くで使用される。ドアベルを押すと、時に
は、チャイム又は他の警告音が発せられる。
【０００４】
　チャイムは、ドアベルと比べて遠隔に置かれるが、ドアベルチャイムは、ドアベルと通
信で結合され得る。たとえば、ドアベルは、ビルディングの外面(たとえば、玄関の近く)
に結合され得、チャイムは、ビルディングの内面に結合され得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　配達荷物(たとえば、小包、封筒)は、しばしば、ビルディングの公的にアクセス可能な
玄関に置いたままにされる。これらの配達荷物は、時に、正当な持ち主がその配達荷物を
受け取り得る前に盗まれる。したがって、配達荷物が盗まれる可能性を減らすためのシス
テムが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　ある種の実施形態では、ドアベルは、床カバー及びリモートコンピューティングデバイ
スなどの他のデバイスとドアベルが通信することを可能にする通信システムを含み得る。
床カバーは、配達荷物が床カバーの上にあるかどうかを検出するためのセンサを含み得る
。配達荷物が、床カバーの上に置かれたとき、床カバーは、第１の通信をドアベルに送る
ことができる。ドアベルは、次いで、配達荷物の到着に関してリモートコンピューティン
グデバイス(たとえば、スマートフォン)に第２の通信を送ることができる。
【０００７】
　ある種の実施形態では、床カバーはまた、配達荷物が床カバーから取り去られたときに
感知することができ、ドアベルへの第３の通信を床カバーに送らせることができる。ドア
ベルは、次いで、床カバーからの配達荷物の取り去りに関してリモートコンピューティン
グデバイスに取り去り警報を送ることができる。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、ドアベルは、配達荷物到着の写真を送ることができ、配達荷
物が取り去られる写真を送ることができる。ドアベル及び/又は床カバーはまた、配達荷
物の到着及び/又は配達荷物の取り去りに応答して光及び/又はサウンドを発することがで
きる。写真は、静止写真及び/又はビデオでもよい。
【０００９】
　ある種の実施形態では、配達荷物検出システムは、第１のワイヤレス通信システムを有
するドアベルと床カバーとを備え得る。床カバーは、玄関の床に配置するように構成され
得る。床カバーは、床カバー上の配達荷物の第１の指示を検出するように構成され得るセ
ンサを備え得る。床カバーは、ドアベルに通信で結合され得る。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、配達荷物検出システムはさらに、床カバーからドアベルに送
られる第１の通信を備え得る。第１の通信は、床カバーが配達荷物の第１の指示を検出す
ることに応答して送られ得る。システムはさらに、ドアベルが第１の通信を受信すること
に応答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送られ得る第２の通信を
備え得る。
【００１１】
　ある種の実施形態では、システムの床カバーは、敷物でもよい。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、第２の通信は、ドアベルによって撮られた第１の写真を備え
得る。ドアベルは、床カバーが配達荷物の第１の指示を検出することに応答して第１の写
真をリモートコンピューティングデバイスに送るように構成され得る。ある種の実施形態
では、第１の写真は、配達荷物を表示する。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、第１の指示は、配達荷物の床カバーへの到着に関連し得る。
【００１４】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、配達荷物に関する第１の警報を備え得る。
第１の警報は、リモートコンピューティングデバイスが第２の通信をドアベルから受信す
ることに応答して、リモートコンピューティングデバイスに表示され得る。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、システムはさらに、リモートコンピューティングデバイスに
表示されたグラフィカルユーザインターフェースを備え得る。グラフィカルユーザインタ
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ーフェースは、配達荷物及び／又は天気に関する情報を表示するように構成され得る。
【００１６】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、リモートコンピューティングデバイスに表
示されたグラフィカルユーザインターフェースを備え得る。ドアベルは、少なくとも一つ
のライトを備え得る。グラフィカルユーザインターフェースは、ドアベルのライトの少な
くとも一つの設定の変更を可能にするように構成され得る。いくつかの実施形態では、そ
の設定は、光の色を制御することができる。ある種の実施形態では、その設定は、ライト
の明度を制御することができる。いくつかの実施形態では、システムは、床カバーが配達
荷物の第１の指示を検出することに応答して設定を自動的に変更することができる。
【００１７】
　システムのある種の実施形態では、第１の通信は、第１のワイヤレス通信でもよい。第
２の通信は、第２のワイヤレス通信でもよい。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、ドアベルは、電力消費率を備え得る。電力消費率は、床カバ
ーが配達荷物の第１の指示を検出することに応答して増え得る。
【００１９】
　ある種の実施形態では、ドアベルは、少なくとも一枚の写真を撮るように構成され得る
カメラを備え得る。少なくとも一枚の写真が、床カバーが配達荷物の第１の指示を検出す
ることに応答して撮られ得る。
【００２０】
　システムのいくつかの実施形態では、センサは、圧力センサを備え得る。圧力センサは
、床カバー上に配達荷物を置くことが、第１の指示を圧力センサが検出することを可能に
するように、構成され得る。
【００２１】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、ドアベル及び床カバーのうちの少なくとも
一つに電気的に結合されたカメラを備え得る。システムはさらに、システムが配達荷物の
取り去りを検出することに応答してカメラによって撮られるビデオを備え得る。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、システムはさらに、床カバーからドアベルに送られ得る第１
の通信を備え得る。第１の通信は、床カバーが配達荷物の第１の指示を検出することに応
答して送られ得る。システムはさらに、第２の通信を備え得る。第２の通信は、ドアベル
が第１の通信を受信することに応答してドアベルからリモートコンピューティングデバイ
スに送られ得る。
【００２３】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、カメラを備え得る。カメラは、ドアベル及
び床カバーのうちの少なくとも一つに電気的に結合され得る。システムはさらに、ビデオ
を備え得る。ビデオは、配達荷物が床カバー上に置かれた可能性があるとシステムが決定
し得た期間にカメラの視野に入ったオブジェクトをカメラが検出することに応答してカメ
ラによって撮られ得る。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、システムはさらに、動作検出器及びカメラを備え得る。動作
検出器及びカメラは、ドアベル及び床カバーのうちの少なくとも一つに電気的に結合され
得る。システムはさらに、配達荷物が床カバー上にあるとシステムが決定した期間に動作
検出器が動作指示を検出することに応答してカメラによって撮られるビデオを備え得る。
【００２５】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、床カバーが配達荷物の第１の指示を検出す
ることに応答して床カバーからドアベルに送られる第１の通信を備え得る。いくつかの実
施形態では、システムはさらに、ドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送
られる第２の通信を備え得る。第２の通信は、ドアベルが第１の通信を受信することに応
答し得る。
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【００２６】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、ドアベルからリモートコンピューティング
デバイスに送られる第２の通信を備え得る。第２の通信は、動作検出器が動作指示を検出
することに応答し得る。第２の通信は、ビデオを備え得る。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、第１の指示は、床カバーからの配達荷物の取り去りに関連し
得る。システムはさらに、床カバーが第１の指示を検出することに応答して床カバーから
ドアベルに送られる第１の通信を備え得る。システムはさらに、ドアベルが第１の通信を
受信することに応答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送られる第
２の通信を備え得る。
【００２８】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、カメラを備え得る。カメラは、ドアベル及
び床カバーのうちの少なくとも一つに電気的に結合され得る。第２の通信は、センサが第
１の指示を検出して５秒以内にカメラによって撮られ得る写真を備え得る。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、システムは、電気によってドアベルに結合されたカメラを備
え得る。第１の通信は、床カバーが配達荷物の第１の指示を検出することに応答して床カ
バーからドアベルに送られ得る。写真は、床カバーが床カバーからの配達荷物の取り去り
を検出することに応答して、ドアベルのカメラによって撮られ得る。
【００３０】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、ドアベルからリモートコンピューティング
デバイスに送られ得る第２の通信を備え得る。第２の通信は、床カバーが床カバーからの
配達荷物の取り去りを検出することに応答し得る。第２の通信は、写真を備え得る。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、システムはさらに、警告音を備え得る。警告音は、システム
が床カバーからの配達荷物の取り去りを検出することに応答して、ドアベルから出され得
る。
【００３２】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、ドアベル及び床カバーのうちの少なくとも
一つから発せられ得る警告ライト及び警告音のうちの少なくとも一つを備え得る。警告ラ
イト及び警告音のうちの少なくとも一つは、動作及びドアベルのカメラの視野に入ったオ
ブジェクトのうちの少なくとも一つをシステムが検出することに応答して、発せられ得る
。警告ライト及び警告音のうちの少なくとも一つは、配達荷物が床カバーの上に置かれた
とシステムが決定することに応答し得る。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、システムはさらに、ドアベル及び床カバーのうちの少なくと
も一つから発せられる警告ライト及び警告音のうちの少なくとも一つを備え得る。警告ラ
イト及び警告音のうちの少なくとも一つは、システムが床カバーからの配達荷物の取り去
りを検出することに応答し得る。警告は、リモートコンピューティングデバイスがドアベ
ルの所定の距離内に位置しない、ドアベルの検出範囲内に位置しない、又はその両方であ
るとシステムが決定した期間中の床カバーからの配達荷物の取り去りに応答して発せられ
得る。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、配達荷物検出システムは、ドアベル、リモートコンピューテ
ィングデバイス、及び配達荷物を備え得る。ドアベルは、第１のワイヤレス通信システム
及び無線周波数識別読取り装置を有し得る。リモートコンピューティングデバイスは、第
１のワイヤレス通信システムを介してドアベルと通信で結合され得る。配達荷物は、無線
周波数識別タグを有し得る。ドアベルは、配達荷物の無線周波数識別タグを読み取る無線
周波数識別読取り装置によって配達荷物を検出するように構成され得る。第１の通信は、
ドアベルが配達荷物を検出することに応答してドアベルからリモートコンピュータシステ
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ムに送られ得る。リモートコンピュータシステムは、データベースを備え得る。データベ
ースは、配達荷物に関する情報を有し得る。第２の通信は、リモートコンピュータシステ
ムが第１の通信を受信することに応答してリモートコンピュータシステムからドアベルに
送られ得る。第２の通信は、配達荷物に関する情報を備え得る。
【００３５】
　ある種の実施形態では、システムはさらに、ドアベルが第２の通信を受信することに応
答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送られる第３の通信を備え得
、第３の通信は、情報を備える。第３の通信は、いつドアベルがその配達荷物を最初に検
出したかを示す時間を備え得る。システムはさらに、ドアベルが第２の通信を受信するこ
とに応答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送られる第４の通信を
備え得る。第４の通信は、ドアベルのカメラによって撮られた第１の写真を備え得る。第
１の写真は、配達荷物を示し得る。システムはさらに、ドアベルが配達荷物を検出するこ
とに応答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送られる第４の通信を
備え得る。第４の通信は、ドアベルのカメラによって撮られた第１の写真を備え得る。第
１の写真は、配達荷物を示し得る。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、システムはさらに、ドアベルが配達荷物の無線周波数識別タ
グを検出することに応答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送られ
る第１の通知を備え得る。第１の通知は、ドアベルが配達荷物の無線周波数識別タグを検
出することに応答してドアベルのカメラによって撮られた第１の写真を備え得る。リモー
トコンピューティングデバイスは、表示画面を備え得る。システムはさらに、表示画面に
表示された第１の写真の少なくとも一部を備え得る。システムは、第１の通知に応答して
リモートコンピューティングデバイスのユーザが表示画面上で配達荷物を見ることを可能
にするように構成され得る。システムはさらに、配達荷物の無線周波数識別タグがドアベ
ルによってもはや検出されないとドアベルが決定することに応答してドアベルからリモー
トコンピューティングデバイスに送られる第２の通知を備え得る。システムは、ドアベル
の無線周波数識別読取り装置の検出範囲からの配達荷物の取り去りを検出するように構成
され得る。第２の通知は、配達荷物の無線周波数識別タグがドアベルによってもはや検出
されないとドアベルが決定することに応答してドアベルのカメラによって撮られた第２の
写真を備え得る。システムはさらに、ドアベルが配達荷物の取り去りを検出することに応
答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送られる第２の通知を備え得
る。システムはさらに、１回目にドアベルによって検出された無線周波数識別タグの第１
の信号と、２回目にドアベルによって検出された無線周波数識別タグの第２の信号と、第
２の信号が第１の信号よりも弱いと決定することによってドアベルが配達荷物の取り去り
を検出することに応答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに送られる
第２の通知とを備え得る。第２の通知は、ドアベルが取り去りを検出することに応答して
ドアベルのカメラによって撮られた第２の写真を備える。無線周波数識別タグは、パッシ
ブタグでもよい。無線周波数識別タグは、アクティブタグでもよい。ドアベルは、無線周
波数識別読取り装置が配達荷物のパッシブ無線周波数識別タグを読み取ることによって配
達荷物を検出するように構成され得る。ドアベルは、無線周波数識別読取り装置が配達荷
物のアクティブ無線周波数識別タグを読み取ることによって配達荷物を検出するように構
成され得る。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、配達荷物検出システムは、ドアベル、リモートコンピューテ
ィングデバイス、及び配達荷物を備え得る。ドアベルは、第１のワイヤレス通信システム
及び無線周波数識別読取り装置を有し得る。配達荷物は、無線周波数識別タグを有し得る
。ある種の実施形態は、配達荷物検出システムを使用する方法を含み得る。本方法は、配
達荷物をドアベルによって検出することと、ユーザに通知をドアベルによって送ることと
を含み得る。配達荷物をドアベルによって検出することは、配達荷物の無線周波数識別タ
グを無線周波数識別読取り装置によって読み取ることを含み得る。本方法はさらに、送り
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主に通知をドアベルによって送ることを含み得る。本方法はさらに、送り主からの配達荷
物に関連する情報をドアベルシステムによって受信することを含み得る。ユーザへの通知
は、配達荷物に関連する情報を含み得る。配達荷物に関連する情報は、少なくとも内容の
説明を含み得る。配達荷物をドアベルによって検出することはさらに、配達荷物がドアベ
ルのＲＦＩＤ読み取り距離に入ることを含み得る。本方法はさらに、配達荷物が取り去ら
れたことをドアベルによって検出することを含み得る。本方法はさらに、配達荷物が取り
去られたことをドアベルが検出することに応答してユーザへの通知をドアベルによって送
ることを含み得る。本方法はさらに、配達荷物が取り去られたことをドアベルが検出する
ことに応答して写真をドアベルによって撮ることを含み得る。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、方法は、ドアベルチャイムシステムの使用を含み得る。ドア
ベルチャイムシステムは、電子モニタ及びトランシーバを含み得る。本方法は、人が就寝
中であることを電子モニタによって検出することと、人が就寝中であることを電子モニタ
が検出することに応答してトランシーバによって第１の信号を受信することとを含み得る
。本方法は、人が就寝中であることを電子モニタによって検出することに応答して、ドア
ベルチャイムによって発せられる通知サウンドを修正することを含み得る。
【００３９】
　ある種の実施形態は、人が起きていることを電子モニタによって検出することと、人が
起きていることを電子モニタが検出することに応答してトランシーバによって第2の信号
を受信することとを含み得る。方法は、人が起きていることを電子モニタによって検出す
ることに応答して、ドアベルチャイムによって発せられる通知サウンドを修正することを
含み得る。ドアベルチャイムによって発せられる通知サウンドを修正することは、通知サ
ウンドの音量を上げることを含み得る。ドアベルチャイムによって発せられる通知サウン
ドを修正することは、通知サウンドを有効にすることを備え得る。ドアベルチャイムによ
って発せられる通知サウンドを修正することは、通知サウンドの音量を下げることを備え
得る。ドアベルチャイムによって発せられる通知サウンドを修正することは、通知サウン
ドを阻止することを備え得る。
【００４０】
　ある種の実施形態は、以下の特徴のうちの一つ以上を含み得る。トランシーバは、ドア
ベルチャイム、ドアベル、又は通信ハブでもよい。ドアベルチャイムによって発せられる
通知サウンドを修正することは、ドアベルが第１の信号を受信することに応答して修正信
号をドアベルチャイムにドアベルによって送ることと、修正信号の受信に応答して通知サ
ウンドをドアベルチャイムによって阻止することとを備え得る。ドアベルチャイムによっ
て発せられる通知サウンドを修正することは：通信ハブが第１の信号を受信することに応
答して通信ハブによってドアベルチャイムに修正信号を送ることと、修正信号の受信に応
答して通知サウンドをドアベルチャイムによって阻止することとを備え得る。電子モニタ
は、カメラ、アクティビティトラッカ、動作検出器、又はマットレス下のモニタでもよい
。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、ドアベルシステムは、ドアベルからの訪問者指示の受信及び
人が就寝中であるかどうかを決定するように構成されたセンサを有する睡眠検出システム
に応答して通知サウンドを発するように構成されたドアベルチャイムを含み得る。ドアベ
ルシステムが、人が就寝中であると睡眠検出システムが決定することに応答して、ドアベ
ルチャイムによって発せられる通知サウンドを修正するように構成され得るように、ドア
ベル、ドアベルチャイム、及び睡眠検出システムは、通信で結合され得る。
【００４２】
　ある種の実施形態は、以下の特徴のうちの一つ以上を含み得る。ドアベルチャイムシス
テムは、通信ハブを含み得る。ドアベル、ドアベルチャイム、及び睡眠検出システムは、
通信ハブに通信で結合され得る。ドアベルシステムは、人は起きていると睡眠検出システ
ムが決定することに応答して、ドアベルチャイムによって発せられる通知サウンドを修正
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するように構成され得る。
【００４３】
　ある種の実施形態は、ドアベルからの訪問者指示の受信に応答して通知サウンドを発す
るように構成されたドアベルチャイム、及び、睡眠検出システムを含み得る。睡眠検出シ
ステムは、人が就寝中であるかどうかを決定するように構成されたセンサを有し得る。ド
アベルシステムが、人が就寝中であると睡眠検出システムが決定することに応答して、ド
アベルチャイムによって発せられる通知サウンドを修正するように構成されるように、ド
アベルチャイム及び睡眠検出システムは、トランシーバに通信で結合され得る。
【００４４】
　ある種の実施形態は、以下の特徴のうちの一つ以上を含み得る。ドアベルシステムは、
人は起きていると睡眠検出システムが決定することに応答して、ドアベルチャイムによっ
て発せられる通知サウンドを修正するように構成され得る。ドアベルチャイムによって発
せられる通知サウンドを修正することは、通知サウンドを有効にすること又は通知サウン
ドの音量を上げることを含み得る。トランシーバは、特に、通信ハブ、ドアベル、又はド
アベルチャイムでもよい。ドアベルチャイムによって発せられる通知サウンドを修正する
ことは、通知サウンドを阻止すること又は通知サウンドの音量を下げることを含み得る。
【００４５】
　ドアベルチャイムシステムを使用するための方法は、人が就寝中であることを電子モニ
タによって検出することと、人が就寝中であることを電子モニタが検出することに応答し
てドアベルチャイムによって第１の信号を受信することと、人が就寝中であることを電子
モニタによって検出することに応答して、ドアベルチャイムが第１の通知サウンドを発す
ることを阻止することとを含み得る。
【００４６】
　ある種の実施形態は、人が就寝中であるという指示を睡眠検出システムによって検出す
ることに応答してチャイムの音量を下げることを含む。いくつかの実施形態は、人がベッ
ド又はサークルベッドなどの睡眠エリアにいるという指示を睡眠検出システムによって検
出することに応答してチャイムの音量を下げることを含む。
【００４７】
　ある種の実施形態では、睡眠検出システムは、ワイヤレス通信を介してチャイムと直接
通信する。いくつかの実施形態では、チャイムは、他方のデバイスが睡眠検出システムか
ら信号を受信することに応答して別のデバイス(たとえば、ハブ、ドアベル)から信号を受
信する。睡眠検出システムは、人が就寝中であるという指示の検出に応答して他方のデバ
イスに信号を送ることができる。
【００４８】
　チャイムは、睡眠検出システムが人はもう眠っていない(たとえば、人はもう睡眠エリ
アにいない及び/又はもう睡眠の兆候を示していない)ことを検知することに応答してチャ
イムが通知サウンドを発することを許可する及び/又は通知サウンドの音量を上げるため
の第２の信号を受信し得る。
【００４９】
　これらの及び他の特徴、態様、及び利点は、図面を参照して以下で説明され、図面は、
本発明を説明することが意図されているが本発明を限定することは意図されていない。図
面において、同様の参照文字は、同様の実施形態を通して一貫して対応する特徴を示す。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】ある種の実施形態による、通信システムの正面図である。
【図２】ある種の実施形態による、ソフトウェアを実行するコンピューティングデバイス
の図である。
【図３】ある種の実施形態による、複数のコンピューティングデバイス及びドアベルの線
図である。
【図４】ある種の実施形態による、ドアベルの電気システムの様々な構成要素を示すため
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の裏蓋なしのドアベルの背面図である。
【図５】ある種の実施形態による、床カバーを使用して荷物を検出することができるドア
ベルシステムの線図である。
【図６】ある種の実施形態による、床カバーを使用して荷物を検出することができるドア
ベルシステムの線図である。
【図７】ある種の実施形態による、無線周波数識別読取り装置を使用して荷物を検出する
ことができるドアベルシステムの線図である。
【図８】ある種の実施形態による、無線周波数識別読取り装置を使用して荷物を検出する
ことができるドアベルシステムの線図である。
【図９】ある種の実施形態による、無線周波数識別読取り装置を使用して荷物を検出する
ことができるドアベルシステムの線図である。
【図１０】ある種の実施形態による、無線周波数識別読取り装置を使用して検出範囲内の
荷物を検出することができるドアベルシステムの線図である。
【図１１】ある種の実施形態による、無線周波数識別読取り装置を使用して検出範囲内の
荷物を検出することができるドアベルシステムの線図である。
【図１２】ある種の実施形態による、無線周波数識別読取り装置を使用して検出範囲内の
荷物を検出することができるドアベルシステムの線図である。
【図１３】ある種の実施形態による、無線周波数識別読取り装置を使用して検出範囲内の
荷物を検出することができるドアベルシステムの線図である。
【図１４】ある種の実施形態による、無線周波数識別読取り装置を使用して検出範囲内の
荷物を検出することができるドアベルシステムの線図である。
【図１５】ある種の実施形態による、ドアベルチャイムの正面図である。
【図１６】ある種の実施形態による、チャイムの電気システムの様々な構成要素を示すた
めの裏蓋なしのチャイムの背面図である。
【図１７】ある種の実施形態による、ドアベルチャイムの側面斜視図である。
【図１８】ある種の実施形態による、電源コンセントに結合されたドアベルチャイムの正
面図である。
【図１９】ある種の実施形態による、ドアベルシステムの線図である。
【図２０】ある種の実施形態による、ドアベルシステムの線図である。
【図２１】ある種の実施形態による、ドアベルシステムの線図である。
【図２２】ある種の実施形態によるドアベルチャイムシステムの線図である。
【図２３】ある種の実施形態によるドアベルチャイムシステムの線図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　ある特定の実施形態及び例が、以下で開示されるが、発明の主題は、具体的に開示され
た実施形態を超えて他の代替実施形態及び/又は使用に、そしてその修正形態及び同等物
にまで及ぶ。したがって、本明細書に添付された特許請求の範囲は、以下に記載される特
定の実施形態のいずれによっても制限されない。たとえば、本明細書で開示されるいずれ
の方法又はプロセスにおいても、方法又はプロセスの活動又は動作は、任意の適切なシー
ケンスで実行され得、いずれかの特定の開示されたシーケンスに必ずしも限定されない。
様々な動作は、ある特定の実施形態を理解する助けとなり得る形で複数の個別の動作とし
て順番に記載され得るが、記載の順番は、これらの動作が順番に依存することを暗示する
ものとして解釈されるべきではない。加えて、本明細書に記載の構造物、システム、及び
/又はデバイスは、統合された構成要素として又は別個の構成要素として実施され得る。
【００５２】
　様々な実施形態の比較を目的として、これらの実施形態のある特定の態様及び利点が、
説明される。すべてのそのような態様又は利点は、必ずしも、任意の特定の実施形態によ
って達成されない。したがって、たとえば、様々な実施形態は、本明細書で教示又は提案
され得るような他の態様又は利点を必ずしも達成することなく本明細書で教示されるよう
な一つの利点又は一群の利点を達成又は最適化する形で実行され得る。
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【００５３】
システム実施形態
　通信システムは、近接センサ又は動作センサなどのセンサに近づく人と、或いは、戸口
に、入口の近くに又はドアの１５フィート以内に位置し得る、ドアベルを鳴らす人と、遠
隔に位置する人が通信するための安全で便利な方法を提供することができる。いくつかの
通信システムは、通信システムの少なくとも一部に近づく及び／又はドアベルのボタンな
どのボタンを押す訪問者を人が聞く、訪問者を見る、及びその訪問者と話すことを可能に
する。たとえば、通信システムは、コンピューティングデバイスを使用して、遠隔に位置
する人が訪問者を見る、訪問者の声を聞く及び／又はその訪問者と話すことを可能にし得
る。コンピューティングデバイスは、コンピュータ、ラップトップ、タブレット、モバイ
ルデバイス、スマートフォン、携帯電話、及びワイヤレスデバイス（たとえば、ワイヤレ
ス通信を有する車）を含み得る。例示的コンピューティングデバイスは、アップル社によ
って作られたiPhone（登録商標）、iPad（登録商標）、iMac（登録商標）、MacBook Air
（登録商標）、及びMacBook Pro（登録商標）を含む。遠隔に位置する人と訪問者との間
の通信は、インターネット、セルラネットワーク、電気通信ネットワーク、及びワイヤレ
スネットワークを介して生じ得る。
【００５４】
　図１をここで参照すると、ドアベル２０２は、次いでリモートコンピューティングデバ
イス２０４に送られ得るビデオ及び音声を記録することができる。リモートコンピューテ
ィングデバイス２０４は、ビデオを表示し、ドアベル２０２から音声を出して、リモート
コンピューティングデバイス２０４のユーザが訪問者を見ること及び聞くことを可能にす
る。たとえば、ドアベル２０２が訪問者を検出する（たとえば、動作センサ２１８が訪問
者を検出する、又は、訪問者がボタン２１２を押す）とき、ドアベル２０２は、プッシュ
通知をリモートコンピューティングデバイス２０４に送ることができる。リモートコンピ
ューティングデバイス２０４のユーザは、次いで、訪問者を見ること及び聞くことができ
る。
【００５５】
　リモートコンピューティングデバイス２０４のユーザは、リモートコンピューティング
デバイス２０４で実行するアプリケーションソフトウェアのボタンを選択して訪問者との
双方向音声及び／又はビデオ通信を開始することができる。ある種の実施形態では、ユー
ザは、訪問者を見ること及び聞くことができ、訪問者は、聞くことができる（しかし、ユ
ーザを見ることはできない）。いくつかの実施形態では、ユーザは、訪問者を聞く（しか
し、見ない）ことが可能である。ある種の実施形態では、ユーザ及び訪問者は、互いを見
ること及び聞くことの両方ができる（たとえば、ドアベル２０２は、リモートコンピュー
ティングデバイス２０４のカメラによって取得されたライブビデオを見せるための表示画
面を含み得る）。
【００５６】
　ドアベルシステムは、スマート住居ハブの一部でもよい。ある種の実施形態では、ドア
ベルシステム２００は、スマート住居ハブの核を形成する。たとえば、本明細書に記載の
様々なシステムは、完全なホームオートメーションを可能にする。ある種の実施形態では
、ドアベル２０２は、住居内の様々な電気器具（たとえば、ライト、空調装置、ヒーター
、動作センサ、ガレージドアオプーナ、錠、テレビジョン、コンピュータ、娯楽システム
、プールモニタ、高齢者モニタ）を制御する。ある種の実施形態では、コンピューティン
グデバイス２０４は、ドアベル２０２及び住居内の他の電気器具（たとえば、ライト、空
調装置、ヒーター、動作センサ、ガレージドアオプーナ、錠、テレビジョン、コンピュー
タ、娯楽システム、プールモニタ、高齢者モニタ）を制御する。
【００５７】
　図１は、通信システム実施形態の正面図を示す。ドアベルシステム２００は、ドアベル
２０２（たとえば、セキュリティシステム）及びコンピューティングデバイス２０４を含
み得る。図示されたドアベル２０２は、一つの筐体内の多数の構成要素を含むが、いくつ
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かのドアベルの実施形態は、別個の筐体内の構成要素を含む。ドアベル２０２は、カメラ
部品２０８及びドアベルボタン２１２を含み得る。カメラ部品２０８は、ある種の実施形
態ではウェブカメラであるビデオカメラを含み得る。ドアベル２０２は、診断ライト２１
６及び通電表示灯２２０を含み得る。ある種の実施形態では、診断ライト２１６は、ドア
ベル２０２及び／又はドアベルシステム２００がワイヤレスインターネットネットワーク
に接続された場合には第１の色（たとえば、青色）であり、ドアベル２０２及び／又はド
アベルシステム２００がワイヤレスインターネットネットワークに接続されない場合には
第２の色（たとえば、赤色）である。ある種の実施形態では、ドアベル２０２が電源に接
続された場合には、通電表示灯２２０は、第１の色である。電源は、ドアベル２０２が取
り付けられたビルディングによって供給され得る。ある種の実施形態では、ドアベル２０
２が電源に接続されない場合、通電表示灯２２０は、第２の色である、又は光を発しない
。
【００５８】
　ドアベル２０２は、耐水及び／又は防水であり得る外部筐体２２４を含み得る。外部筐
体は、金属又は、６０ショアＤの硬度を有する成型プラスチックなどのプラスチックで作
られ得る。ある種の実施形態では、外部筐体２２４は、艶消しニッケル又はアルミニウム
で作られる。
【００５９】
　ゴムパッキンが、外部筐体２２４を耐水又は防水にするために使用され得る。ドアベル
２０２は、ビルディングの電力システムに電気的に接続されたワイヤなどの電源に電気的
に結合され得る。ある種の実施形態では、ドアベル２０２は、バックアップ及び／又は一
次電力のためのバッテリを含む。
【００６０】
　ワイヤレス通信２３０は、ドアベル２０２がコンピューティングデバイス２０４と通信
することを可能にし得る。ある種の実施形態は、セルラネットワーク及び／又はワイヤレ
スローカルエリアネットワーク（「ＷｉＦｉ」（登録商標））を介する通信を可能にする
。ある種の実施形態は、インターネットを介する通信を可能にする。ある種の実施形態は
、ドアベル２０２とコンピューティングデバイス２０４との間のワイヤード通信を可能に
する。ワイヤレス通信２３０は、以下の通信手段を備え得る：無線、ＷｉＦｉ（登録商標
）、セルラ、インターネット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　
Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ（登録商標）、電気通信、電磁気、赤外線、光、音波、及びマイク
ロ波。他の通信手段が、ある種の実施形態によって使用される。電気通信又はセルラ通信
手段を含む実施形態など、ある種の実施形態では、ドアベル２０２は、音声通話を開始す
るか、又はテキストメッセージをコンピューティングデバイス２０４（たとえば、スマー
トフォン、デスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュ
ータ）に送ることができる。
【００６１】
　ある種の実施形態は、近距離無線通信（「ＮＦＣ」）を使用してコンピューティングデ
バイス２０４とドアベル２０２との間で通信する。ドアベル２０２及び／又はコンピュー
ティングデバイス２０４は、ＮＦＣタグを含み得る。いくつかのＮＦＣ技術は、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）、無線周波数識別、及びクイックレスポンスコード（「ＱＲコー
ド（登録商標）」)を含む。
【００６２】
　ある種の実施形態は、スマートフォン、タブレットコンピュータ、及び他のモバイルデ
バイスで実行するように設計されたモバイルアプリケーションでもよい、コンピュータソ
フトウェア(たとえば、アプリケーションソフトウェア)を含む。この手のソフトウェアは
、時に、「app」ソフトウェアと称される。ある種の実施形態は、デスクトップコンピュ
ータ及びラップトップコンピュータで実行するように設計されたソフトウェアを含む。
【００６３】
　コンピューティングデバイス２０４は、グラフィカルユーザインターフェースでソフト
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ウェアを実行することができる。ユーザインターフェースは、アイコン又はボタンを含み
得る。ある種の実施形態では、ソフトウェアは、スマートフォン又はタブレットなどのタ
ッチスクリーンコンピューティングデバイスで使用するように構成される。
【００６４】
　図２は、ソフトウェアを実行するコンピューティングデバイス２０４を示す。ソフトウ
ェアは、表示画面２４２に表示されたユーザインターフェース２４０を含む。ユーザイン
ターフェース２４０は、ユーザインターフェースが表示しているドアベルの位置を示し得
るドアベルインジケータ２４４を含み得る。たとえば、人は、一つのコンピューティング
デバイス２０４を使用して、玄関ドアにある一つのドアベル及び裏口にある別のドアベル
など、複数のドアベルを制御する及び／又は相互作用することができる。ドアベルインジ
ケータ２４４の選択は、ユーザが別のドアベル（たとえば、玄関ドアにあるドアベルでは
なくて裏口にあるドアベル）を選択することを可能にし得る。
【００６５】
　ユーザインターフェース２４０は、接続性インジケータ２４８を含み得る。ある種の実
施形態では、接続性インジケータ２４８は、コンピューティングデバイスがドアベル、イ
ンターネット、及び／又はセルラネットワークと通信しているかどうかを示すことができ
る。接続性インジケータ２４８は、コンピューティングデバイス２０４がドアベル２０２
との接続を失った場合、ドアベル２０２が損害を受けた場合、ドアベル２０２が盗まれた
場合、ドアベル２０２がその取り付け位置から取り去られた場合、ドアベル２０２が受電
できなくなった場合、及び／又はコンピューティングデバイス２０４がドアベル２０２と
通信することができない場合に、ユーザに警告することができる。ある種の実施形態では
、接続性インジケータ２４８は、点滅する、サウンドを発する、メッセージを表示する、
及び／又は記号を表示することによって、コンピューティングデバイス２０４のユーザに
通知する。
【００６６】
　ここで図１を参照すると、ある種の実施形態では、ドアベル２０２が、受電できなくな
った、コンピューティングデバイス２０４への接続を失った、インターネットへの接続を
失った、及び／又はリモートサーバへの接続を失った場合、リモートサーバ２０６は、電
力及び／又は接続性の問題に関する警報２３２（たとえば、ユーザインターフェース２４
０上の通話、テキストメッセージ、画像）を送る。いくつかの実施形態では、リモートサ
ーバ２０６は、ドアベル２０２とコンピューティングデバイス２０４との間の通信を管理
することができる。ある種の実施形態では、ドアベル２０２からの情報は、リモートサー
バ２０６によって記憶される。いくつかの実施形態では、その情報が、コンピューティン
グデバイス２０４に送られ得る、コンピューティングデバイス２０４にアップロードされ
得る、及び／又はコンピューティングデバイス２０４を介して遠隔に位置する人に対して
表示され得るまで、ドアベル２０２からの情報は、リモートサーバ２０６によって記憶さ
れる。リモートサーバ２０６は、ドアベル２０２からの及び／又はコンピューティングデ
バイス２０４からの情報を記憶するコンピューティングデバイスでもよい。ある種の実施
形態では、リモートサーバ２０６は、データセンタ内にある。
【００６７】
　ある種の実施形態では、コンピューティングデバイス２０４及び／又はリモートサーバ
２０６は、ドアベル２０２と通信しようと試みる。コンピューティングデバイス２０４及
び／又はリモートサーバ２０６が、ドアベル２０２と通信することができない場合、コン
ピューティングデバイス２０４及び／又はリモートサーバ２０６は、ソフトウェア、電話
、テキスト、表示されるメッセージ、及び／又はウェブサイトを介して、遠隔に位置する
人に警告する。ある種の実施形態では、コンピューティングデバイス２０４及び／又はリ
モートサーバ２０６は、周期的に、少なくとも５時間ごと及び／又は１０分ごとより少な
く、少なくとも２４時間ごと及び／又は６０分ごとより少なく、或いは、少なくとも１時
間ごと及び／又は１秒ごとより少なく、ドアベル２０２と通信しようと試みる。
【００６８】
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　ある種の実施形態では、サーバ２０６は、コンピューティングデバイス２０４との通信
及び／又はドアベル２０２との通信を開始し得る。いくつかの実施形態では、サーバ２０
６は、コンピューティングデバイス２０４とドアベル２０２との間の通信を開始、制御、
及び／又は阻止し得る。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、ユーザは、コンピューティングデバイス(たとえば、モバイ
ルコンピューティングデバイス、スマートフォン、タブレット、デスクトップコンピュー
タ)で「app」、ウェブサイト、及び/又はソフトウェアにログインして、本明細書で論じ
られるドアベル設定を調節することができる。
【００７０】
　ある種の実施形態では、コンピューティングデバイスは、ユーザが訪問者の行動による
のではなくてユーザの要求によりドアベルからのライブビデオを見ること及び/又はライ
ブ音声を聞くことを可能にし得る。ある種の実施形態は、ライブビデオ供給(又は、5分経
過していないビデオの供給)を開始するコンピューティングデバイスを含む。
【００７１】
　ここで図１及び図２を参照すると、ある種の実施形態では、ユーザインターフェース２
４０は、ドアベル２０２の近く及び／又はドアベル２０２の前のエリアの静止画像又はビ
デオなどの画像２５２を表示する。画像２５２は、カメラ部品２０８によって撮影され、
ドアベル２０２、サーバ２０６、及び／又はコンピューティングデバイス２０４によって
記憶され得る。ユーザインターフェース２４０は、カメラ部品２０８、ドアベル２０２の
マイクロフォン、及び／又はコンピューティングデバイス２０４のマイクロフォンからの
画像、ビデオ、及び／又はサウンドをユーザが記録することを可能にするための記録ボタ
ン２５６を含み得る。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、ユーザインターフェース２４０は、ドアベル２０２の近く及
び／又はドアベル２０２の前のエリアの静止写真及び／又はビデオをユーザが撮影するこ
とを可能にするための写真ボタン２６０を含む。ユーザインターフェース２４０はまた、
サウンド調整ボタン２６４及びミュートボタン２６８を含み得る。ユーザインターフェー
ス２４０は、ズーム、パン撮り、及びライト調整ボタンなどのカメラ操作ボタンを含み得
る。ある種の実施形態では、カメラ部品２０８は、日中モードと夜モードとを自動的に調
整する。ある種の実施形態は、赤外線カメラ、及び／又は、ドアベル２０２の近くのエリ
アを照らしてカメラ部品２０８が十分な可視性を提供する（たとえ夜でも）ことを可能に
するための赤外線ライトを含む。
【００７３】
　ある種の実施形態では、ボタンは、様々なオプション、特徴、及び機能を選択する多様
な手段を含む。ボタンは、マウスクリック、キーボードコマンド、及びタッチスクリーン
に触れることによって、選択され得る。多数の実施形態は、タッチスクリーンなしで選択
することができるボタンを含む。
【００７４】
　ある種の実施形態では、ユーザインターフェース２４０は、ドアベル２０２からコンピ
ューティングデバイス２０４に及び／又はコンピューティングデバイス２０４からドアベ
ル２０２に送信されるデータの品質及び／又は量をユーザが選択することを可能にし得る
、品質選択ボタン２７２を含む。
【００７５】
　ある種の実施形態では、ビデオは、FaceTime(登録商標：アップル社による)又はSkype(
登録商標：マイクロソフト社による）などのビデオチャットプロトコルを使用してコンピ
ューティングデバイス２０４に送る及び／又はコンピューティングデバイス２０４から受
信することができる。ある種の実施形態では、これらのビデオは、ユーザインターフェー
ス２４０によって再生される代わりに、コンピューティングデバイス２０４のビデオ会議
ａｐｐによって再生される。
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【００７６】
　ユーザインターフェース２４０は、ドアベル２０２とコンピューティングデバイス２０
４との間の通信を終了させるための終了ボタン２７６を含み得る。ある種の実施形態では
、終了ボタン２７６は、ドアベル２０２の近くにいる人（すなわち、訪問者）がコンピュ
ーティングデバイス２０４のユーザを聞く及び／又は見る機能を終了させるが、コンピュ
ーティングデバイス２０４のユーザがドアベル２０２の近くにいる人を聞く及び／又は見
る機能は終了させない。
【００７７】
　ある種の実施形態では、ボタン２７６は、応答ボタン（訪問者からの通信要求を受け入
れるための）と終了ボタン（ドアベル２０２とコンピューティングデバイス２０４との間
の通信を終了させるための）との両方である。ボタン２７６は、システムが訪問者とユー
ザとの間の双方向通信を確立しようとしているときに、単語「応答」を含み得る。システ
ムが訪問者とユーザとの間の双方向通信を確立しようとしているときにボタン２７６を押
すと、双方向通信を始めることができる。ボタン２７６は、訪問者とユーザとの間の双方
向通信中に「通話の終了」という言葉を含み得る。訪問者とユーザとの間の双方向通信中
にボタン２７６を押すと、双方向通信を終了することができる。ある種の実施形態では、
双方向通信の終了は、まだ、ユーザが訪問者を見ること及び聞くことを可能にする。ある
種の実施形態では、双方向通信の終了は、コンピューティングデバイス２０４にドアベル
からのビデオの表示を停止させる、及びドアベルによって記録されたサウンドを発するこ
とを停止させる。
【００７８】
　ある種の実施形態では、ドアベルが訪問者を検出する（たとえば、訪問者の指示を感知
する）とすぐに、ユーザインターフェース２４０が開く。いくつかの実施形態では、ユー
ザインターフェース２４０が開いた後は、ユーザは、「応答する」又は他の方法で双方向
通信を受け入れる前でも訪問者を見ること及び／又は聞くことができる。
【００７９】
　いくつかの方法実施形態は、ドアベルで訪問者を検出することを含む。本方法は、訪問
者の検出（たとえば、ユーザ対話で又はユーザ対話なしで）によりユーザインターフェー
スにリモートコンピューティングデバイス２０４上に表示させることを含み得る。本方法
は、ユーザが訪問者との双方向通信を受け入れる前に、ドアベルからのビデオ及び／又は
ドアベルからの音声を示すことを含み得る。本方法は、ユーザが訪問者の通信要求を受け
入れる前にドアベルからのビデオ及び/又はドアベルからの音声を示すことを含み得る。
本方法は、ユーザが通信要求を受け入れたい(たとえば、応答する)かをユーザに尋ねるこ
と及び訪問者の音声及び/又はビデオを表示することを同時に行うコンピューティングデ
バイスを含み得る。たとえば、ある種の実施形態では、ユーザは、訪問者との双方向通信
の手段を開く前にドアベルを介して訪問者を見ること及び聞くことができる。
【００８０】
　ある種の実施形態では、ソフトウェアは、オンデマンドでビデオ供給を開始するための
手段を含む。たとえば、コンピューティングデバイスのユーザは、ドアベル２０２の近く
で何が起きているかを知りたいと思うことがある。ユーザは、ドアベル２０２の近くの事
象が通信をトリガしなくても、コンピューティングデバイス２０４のソフトウェアアプリ
ケーションを開き、アプリケーションにセキュリティデバイス２０２からのライブビデオ
及び／又は音声を示すように命令することができる。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、セキュリティデバイス２０２は、セキュリティデバイス２０
２が人の動き及び／又は存在を検出したときに記録するように構成され得る。コンピュー
ティングデバイス２０４のユーザは、セキュリティデバイス２０２が人の動き及び／又は
存在を検出したときからのすべてのビデオ及び／又は音声記録を後で見直すことができる
。
【００８２】
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　ここで図１を参照すると、ある種の実施形態では、サーバ２０６は、コンピューティン
グデバイス２０４と、カメラ、マイクロフォン及びスピーカを有するドアベルでもよい、
ドアベル２０２との間の通信を制御する。いくつかの実施形態では、サーバ２０６は、コ
ンピューティングデバイス２０４とドアベル２０２との間の通信を制御しない。
【００８３】
　ある種の実施形態では、ドアベル及び／又はコンピューティングデバイス２０４によっ
て取得されたデータ（ビデオ、写真、及び音声など）は、サーバ２０６などの別のリモー
トデバイスによって記憶される。クラウドストレージ、企業ストレージ、及び／又はネッ
トワーク接続された企業ストレージが、ドアベルシステム２００からの又はドアベルシス
テム２００の任意の部分からのビデオ、写真、及び／又は音声を記憶するために使用され
得る。ユーザは、記憶されたデータ及び／又はストレージビデオ、写真、及び／又は音声
をダウンロード及び／又はストリーム配信することができる。たとえば、ユーザは、１年
間の訪問者を記録することができ、次いで、去年からの訪問者との会話を後で見直すこと
ができる。ある種の実施形態では、リモートストレージ、サーバ２０６、コンピューティ
ングデバイス２０４、及び／又はドアベル２０２は、訪問者及び使用に関する情報及び統
計値を記憶することができる。
【００８４】
　図３は、ドアベル２０２が、ドア２５４を有する玄関３１０を含み得るビルディング３
００に接続された、一実施形態を示す。訪問者３８８は、ドアベル２０２に近づき得、次
いで、ドアベル２０２に検出され得る。訪問者３８８は、ドアベルボタン２１２を押し得
る。ドアベル２０２のユーザは、訪問者３８８がドアベルボタン２１２を押すときに、ユ
ーザが訪問者３８８に関する通知を受信するように、ドアベル２０２を構成することがで
きる。
【００８５】
　電気ワイヤ３０４は、ドアベル２０２がビルディング３００から電力を受信することが
できるように、ビルディング３００の電気システム３１２にドアベル２０２を電気的に結
合し得る。ビルディングは、ドア２５４を施錠するためのドアロック２５０を含み得る。
【００８６】
　ワイヤレスネットワーク３０８は、デバイスがインターネットにワイヤレスにアクセス
することを可能にし得る。ドアベル２０２は、ワイヤレスネットワーク３０８を介してイ
ンターネットにアクセスすることができる。ワイヤレスネットワーク３０８は、インター
ネットにドアベル２０２からのデータを送信することができる。インターネットは遠隔に
位置するコンピューティングデバイス２０４にデータを送信することができる。インター
ネット及びワイヤレスネットワークは、遠隔に位置するコンピューティングデバイス２０
４からドアベル２０２にデータを送信することができる。ある種の実施形態では、ドアベ
ル２０２は、住居のＷｉＦｉ（登録商標）に接続する。
【００８７】
　図３に示すように、複数のコンピューティングデバイス２０４が、一つのドアベル２０
２と通信し得る。ある種の実施形態では、一つのコンピューティングデバイス２０４（た
とえば、ラップトップ、スマートフォン、モバイルコンピューティングデバイス、テレビ
ジョン）が、複数のドアベル２０２と通信し得る。
【００８８】
　ある種の実施形態では、ドアベル２０２は、スマートテレビジョンでもよいテレビジョ
ン３０６と通信する（たとえば、ワイヤレス通信２３０）ことができる。ユーザは、テレ
ビジョン３０６を見て、訪問者を見ること、及び／又はその訪問者と話すことができる。
【００８９】
　図４は、ドアベル２０２の内部ビューを示す。ドアベル２０２は、チップ４８０（たと
えば、集積回路、マイクロプロセッサ、コンピュータ）及びメモリ４９２を含み得る。ド
アベル２０２はまた、マイクロフォン４８４及びスピーカ４８８を含み得る。スピーカ４
８８は、発せられたサウンドを増幅するように構成された平面スピーカ及び音響室４６０
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を備え得る。平面スピーカは、音響室内に置かれ得る。いくつかのドアベル実施形態は、
近接センサ５００を含む。いくつかの実施形態では、ドアベル２０２は、ＷｉＦｉ（登録
商標）モジュールなどのワイヤレス通信モジュール５０４を含む。通信モジュール５０４
は、集積アンテナを有し得る。ある種の実施形態では、アンテナは、外部筐体２２４内に
含まれる。
【００９０】
　ドアベル２０２は、ドアベル２０２の温度を調節するように構成された一つ以上の加熱
素子５０８を含み得る。たとえば、ドアベル２０２は、アラスカにおけるような、非常に
寒い環境でも使用することができる。加熱素子５０８は、寒い気候からドアベル２０２の
温度に敏感な部分を保護するために、様々な方法で使用され得る。
【００９１】
　寒い気候からドアベル２０２を保護することは、ある種の実施形態において重要であり
得るが、訪問者を過度の熱から保護することもまた、ある種の実施形態において重要であ
り得る。訪問者は、ドアベルを「鳴らす」（たとえば、図１に示されるドアベルボタン２
１２を押す）ので、過度の熱は、訪問者をやけどさせることがある。ドアベル２０２は、
ドアベル２０２の一部の内部及び／又はドアベル２０２の外側の温度をシステムが決定す
ることを可能にするための温度計５１２を含み得る。
【００９２】
　いくつかの実施形態は、９から４０ボルトの交流電流（「ＶＡＣ」）及び／又は９から
４０ボルトの直流電流（「ＶＤＣ」）向けに構成され得る。ある種の実施形態は、入力電
気を１２ＶＤＣなどの直流電流（「ＤＣ」）に変換する。いくつかの実施形態は、電力変
換（たとえば、あるものから別のものへの電気エネルギの変換）のためのコンバータ４９
４を含む。コンバータ４９４は、入力電力（たとえば、ビルディング内の配線からの）を
ドアベル２０２のための適切な電力形式に変換することができる。電力変換は、ＡＣとＤ
Ｃとを変換する、電圧を変更する、及び／又は周波数を変更することができる。コンバー
タ４９４は、変圧器及び／又は電圧レギュレータを含み得る。いくつかの実施形態では、
コンバータ４９４は、電圧スタビライザ、線形レギュレータ、サージプロテクタ、整流器
、電源供給ユニット、スイッチ、インバータ、及び／又は電圧コンバータを含み得る。あ
る種の実施形態では、コンバータ４９４は、５０ヘルツ（「Ｈｚ」）電力を６０Ｈｚ電力
に変換する。
【００９３】
　ドアベル２０２の電気部品（たとえば、カメラ部品２０８、メモリ４９２、チップ４８
０、スピーカ４８８、コンバータ４９４、マイクロフォン４８４、ライト４５８、整流器
、近接センサ５００、通信モジュール５０４、加熱素子５０８、電気コネクタ５１０、温
度計５１２、画像分析システム５２０、及びバッテリ４６２）は、プリント基板（「ＰＣ
Ｂ」）５１６に電気的に結合され得、ＰＣＢ５１６から電力を受信し得る。
【００９４】
　ＰＣＢ５１６及びドアベル２０２の電気部品は、ドアベル２０２の電気システム４５６
でもよい。ＰＣＢ５１６及びドアベル２０２の電気部品に関してさらに詳しくは、２０１
５年２月３日に出願された、ＤＯＯＲＢＥＬＬ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＳＹＳＴ
ＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳという題名の米国本特許出願第１４／６１２，３７６号
に記載されている。特許出願第１４／６１２，３７６号の全内容は、参照することによっ
て本明細書に組み込まれる。
【００９５】
　ドアベル２０２は、検出システム５２８を含み得る。ドアベル２０２は、たとえば、チ
ャイム３０２を鳴らすことによって、訪問者３８８の存在をユーザに警告するように構成
され得る。
【００９６】
　ある種の実施形態は、デバイス及びシステムに関連して説明されるが、デバイス実施形
態及びシステム実施形態はまた、方法としても生成され得る。本明細書に記載のデバイス



(18) JP 6884106 B2 2021.6.9

10

20

30

40

50

及びシステムは、参照することによって本明細書に組み込まれる方法に適用され得る。
【００９７】
　ある種の実施形態は、方法に関連して説明されるが、方法実施形態はまた、デバイス及
びシステムとして生成され得る。本明細書に記載の方法は、参照することによって本明細
書に組み込まれるデバイス及びシステムに適用され得る。
【００９８】
ドアベル小包検出実施形態
　数百万の荷物が、毎週配達される。しばしば、これらの荷物は、住居の所有者が仕事に
出掛けている勤務時間中に配達される。荷物が、郵便受けに入れるには大き過ぎるとき、
郵便配達員及び他の配達員は、しばしば、その住居の玄関先に又はアパートメントのビル
ディングの共同エリア内にさえ荷物を残す。
【００９９】
　これらの荷物は、長い間、放置されることがある。泥棒は、放置された荷物を格好の標
的と見て、しばしば、放置された荷物を探して近所で車を走らせる。泥棒は、車から飛び
出して、荷物を盗み、次いで、数秒のうちに車で立ち去る。オンラインで買い物すること
が多くなり、荷物の配達が結果として増えると、荷物の盗難は、益々問題になっている。
今日まで、荷物の盗難に対する闘いはほとんど行われていない。
【０１００】
　本明細書に記載の実施形態は、スマートドアベルとワイヤレスに通信することができる
ハイテク床カバー(たとえば、敷物)を含む。床カバーは、荷物(たとえば、小包、封筒)が
床カバーの上に置かれたときに検出するために、圧力センサ及び光学センサなどのセンサ
を含み得る。
【０１０１】
　床カバーは、ドアベルにワイヤレス通信(たとえば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅ
ｎｅｒｇｙ（登録商標）を介して)を送ることによってスマートドアベルを「起こす」こ
とができる。ドアベルは、次いで、リモートコンピューティングデバイス(たとえば、ス
マートフォン)に警報を送って、配達荷物の到着又は取り去りに関してユーザに警告する
ことができる。
【０１０２】
　ドアベルの動作センサ及び/又はカメラが、配達荷物が床カバーの上に置かれたときに
、訪問者を検出した場合、ドアベルは、ビデオの記録を開始することができる。訪問者が
、配達荷物を取ると、次いで、ビデオは、誰が配達荷物を取ったかを映像で記録すること
になる。システムが、訪問者が床カバーから配達荷物を取り去ったことを感知した場合、
システムは、警報(たとえば、プッシュ通知)をリモートコンピューティングデバイスに送
ることができる。この警報は、ビデオを含み得る。
【０１０３】
　システムは、画像認識を介して配達荷物がいつ到着したかを認識することができる。シ
ステムは、配達荷物の周りにセキュリティゾーンを作成することができる。訪問者が、セ
キュリティゾーンに入ると、システムは、リモートコンピューティングデバイスに警報を
送る及び／又は光及びサウンドを発する（たとえば、ドアベルから、床カバーから）こと
ができる。このセキュリティゾーンは、カメラの視野の一部でもよい。
【０１０４】
　図５は、配達荷物検出システム２００の線図を示す。ドアベル２０２は、ビルディング
３００の外側に取り付けられる（たとえば、ドア２５４の近くの玄関３１０に）。ドアベ
ル２０２は、カメラ部品２０８及び動作検出器２１８を含み得る。カメラ部品２０８及び
動作検出器２１８は、訪問者３８８がドアベル２０２に近づくときに検出することができ
る。この構成は、玄関３１０に置かれ得る配達荷物２４１をドアベル２０２が監視するこ
とを可能にする。
【０１０５】
　床カバー２３５は、ドアベル２０２と通信することができる（たとえば、情報をドアベ
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ル２０２に送ることができる）。ある種の実施形態では、床カバー２３５は、ワイヤレス
ネットワーク３０８（たとえば、ビルディング３００の）に通信で結合される（たとえば
、ワイヤレスに結合される）。ドアベル２０２は、床カバー２３５と同じワイヤレスネッ
トワーク３０８に通信で結合され得る。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、床カバー２３５は、ドアベル２０２と（ワイヤを介して又は
ワイヤレスに）直接通信する。たとえば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ（登録商標）、無線波、及び／又は任意の適切な短距離
通信システム若しくはプロトコルが、床カバー２３５がドアベル２０２と通信することを
可能にするために、床カバー２３５の通信システム５０４ｂによって使用され得る。
【０１０７】
　ドアベル２０２は、ビルディング３００の内側、ビルディング３００の外側、又は、ビ
ルディング３００から何マイルも離れて位置し得る、リモートコンピューティングデバイ
ス２０４と通信することができる。ドアベル２０２は、リモートコンピューティングデバ
イス２０４とワイヤレスネットワーク３０８、インターネット、セルラネットワーク、電
気通信ネットワーク、サーバ２０６、及び／又は任意の他の適切なシステムを介して通信
で結合され得る。
【０１０８】
　配達荷物２４１は、敷物でもよい床カバー２３５の上に置かれる。本明細書では、「配
達荷物」という用語は、広く使用され、人に通常与えられ、送られ又は配達される箱又は
封筒を意味し得る。たとえば、郵便配達員、フェデックス社の配達作業員、及び任意の適
切な配達サービスが、ビルディング３００の近くに配達荷物２４１を置き得る。場合によ
っては、友人又は近所の人が、ビルディング３００の近くに（たとえば、床カバー２３５
の上に）配達荷物２４１を置く。配達荷物２４１は、大きい箱、小さい箱、特殊な形状の
小包、大きい封筒、小さい封筒、及び／又は床カバー２３５の上に置かれた任意のオブジ
ェクトでもよい。
【０１０９】
　本明細書では、「床カバー」という用語は、広く使用される。床カバーは、地面に配置
するように構成される。床カバーは、敷物でもよい。敷物は、その敷物が地面に配置され
たときに垂直に上向きに測定されるその厚さの１０倍を超える長さ及び幅を有し得る。あ
る種の実施形態では、敷物は、汚れた靴底を拭くために使用され得るが、すべての敷物が
靴底を拭くために使用される訳ではない。たとえば、敷物は、配達人がその敷物に荷物を
置くことができるように、特別にデザインされ得る。敷物は、布製でもよく、又はプラス
チックで形成されてもよい。
【０１１０】
　図５では、床カバー２３５は、ドア２５４の前に直接置かれるが、いくつかの実施形態
では、床カバー２３５は、訪問者３８８が床カバー２３５を踏むのをやめさせるためにド
ア２５４の横の地面に置かれる。
【０１１１】
　床カバー２３５は、配達荷物２４１が床カバー２３５の上にあるかどうかを検出するた
めにセンサ２３９を含み得る。ある種の実施形態では、これらのセンサ２３９は、圧力セ
ンサである。
【０１１２】
　圧力センサは、薄く、柔軟性があり得る。マサチューセッツ州サウスボストンにオフィ
スを有するテクスカン社（Ｔｅｋｓｃａｎ，　Ｉｎｃ．）は、床カバー２３５に組み込む
ことができる高分解能圧力センサを作る。テクスカンの圧力センサの特質は、システム２
００が配達荷物２４１の設置面積及び重さを検出することを可能にする。この情報は、床
カバー２３５が置かれた住所に配達されることを期待された荷物のデータベースと比較さ
れ得る。この比較は、どの期待される荷物が、床カバー２３５に置かれた荷物２３９であ
ることを示す設置面積及び／又は重さを有するかをシステム２００が決定することを可能
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にする。リモートコンピューティングデバイス２０４への通信２３０ｂは、次いで、荷物
２４１の内容に関する情報を含み得る。
【０１１３】
　ミネソタ州シーフリバーフォールズにオフィスを有する、デジキー社（Ｄｉｇｉ－Ｋｅ
ｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）は、床カバー２３５に組み込むことができる多数のタイプ
の圧力センサを販売する。デジキーは、床カバー２３５のＰＣＢに取り付けられ得るフリ
ースケールセミコンダクタ社（Ｆｒｅｅｓｃａｌｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ，　Ｉ
ｎｃ．）の圧力センサを販売する。デジキーはまた、床カバー２３５の表面に取り付けら
れ得るＳＴマイクロエレクトロニクス社（ＳＴＭｉｃｒｏｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｎ．
Ｖ．）の圧力センサを販売する。
【０１１４】
　いくつかの実施形態では、床カバー２３５は、光学センサであるセンサ２３９を備える
。たとえば、光学センサは、光を上向きに（地面から離れて）放出する光発光ダイオード
（「ＬＥＤ」）を含み得る。光学センサはまた、ＬＥＤからの光を検出するように構成さ
れた光センサを含み得る。光学センサは、上を向き得る。オブジェクトが、床カバー２３
５の上に置かれていない場合、ＬＥＤからの光は、単純に上向きに継続し、光センサによ
って感知されない。オブジェクトが、床カバー２３５の上に置かれた場合、ＬＥＤからの
光は、オブジェクトに反射し得、光は光センサに向けて引き返らせられる。結果として、
光センサは、オブジェクト（たとえば、配達荷物）を検出することができる。
【０１１５】
　光センサが、配達荷物がその穴を覆って、光センサに向けてＬＥＤから放出された光を
屈折させた場合に、ＬＥＤから放出された光を検出するように構成されるように、光セン
サは、ＬＥＤと同じ上向きの穴の中に置かれ得る。センサシステムが、太陽光の存在又は
欠乏を配達荷物の存在又は取り去りと混同しないように、光センサは、ＬＥＤによって放
出される特定のタイプの光のみを検出するように構成され得る。
【０１１６】
　図５に示すように、配達荷物検出システム２００は、第１のワイヤレス通信システム５
０４を有するドアベル２０２（図４に示される）と、地面（たとえば、玄関の床）に配置
するように構成された床カバー２３５とを含み得る。床カバー２３５は、床カバー２３５
上の配達荷物１２４の第１の指示を検出するように構成されたセンサ２３９を備え得る。
床カバー２３５は、ドアベル２０２に通信で結合される。（たとえば、ワイヤを介して又
はワイヤレスに）。ドアベル２０２は、ビルディング３００の壁に取り付けられ得、一方
、床カバーは、地面に置かれる。床カバー２３５は、床カバー２３５の電気部品に電力を
提供するためのバッテリを含む敷物でもよい。
【０１１７】
　システム２００は、床カバー２３５が配達荷物２４１の第１の指示を検出することに応
答してドアベル２０２に床カバー２３５から送られる第１の通信２３０ａ（たとえば、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ワイヤレス通信）を含み得る。システム２００はまた、ド
アベル２０２が第１の通信２３０ａを受信することに応答してリモートコンピューティン
グデバイス２０４にドアベル２０２から送られる第２の通信２３０ｂ（たとえば、ワイヤ
レス通信）を含み得る。
【０１１８】
　ドアベル２０２は、カメラ２０８を含み得る。ドアベル２０２が、床カバー２３５が配
達荷物２４１の第１の指示を検出することに応答してリモートコンピューティングデバイ
ス２０４に第１の写真２４３を送るように構成されるように、第２の通信２３０ｂは、ド
アベル２０２によって撮られる第１の写真２４３を備え得る。図５に示すように、第１の
写真２４３は、リモートコンピューティングデバイス２０４のユーザが配達荷物２４１を
見ることを可能にするために、配達荷物２４１を示すことができる。第１の写真２４３は
、ドアベル２０２からコンピューティングデバイス２０４に直接送られ得るが、多数の実
施形態では、第１の写真２４３は、ドアベル２０２からリモートコンピューティングデバ
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イス２０４に間接的に（たとえば、サーバ２０６を介して）送られる。
【０１１９】
　配達荷物２４１の第１の指示は、床カバー２３５によって（たとえば、圧力センサを介
して）感知された配達荷物２４１の重さでもよい。配達荷物２４１の第１の指示はまた、
光センサによって感知された光（たとえば、前述のような）でもよい。第１の指示は、配
達荷物の到着（たとえば、圧力の増加、光の増加）によることがあり、又は床カバー２３
５からの配達荷物の取り去り（たとえば、圧力の減少、光の減少）によることがある。
【０１２０】
　第１の指示は、床カバー２３５への配達荷物２４１の到着に関連し得る。第１の指示は
、床カバー２３５からの配達荷物２４１の取り去りに関連し得る。リモートコンピューテ
ィングデバイス２０４に送られる通信２３０ｂは、配達荷物２４１が到着したか又は取り
去られたかを示し得る。
【０１２１】
　システム２００はまた、配達荷物２４１に関する第１の警報２３２を備え得る。ある種
の実施形態では、第１の警報は、リモートコンピューティングデバイス２０４に送られる
（たとえば、様々な通信ネットワークを介してワイヤレスに送られる、ＷｉＦｉ（登録商
標）を介して送られる）プッシュ通知である。第１の警報２３２は、リモートコンピュー
ティングデバイス上のテキストメッセージでもよい。第１の警報２３２は、リモートコン
ピューティングデバイス２０４の画面に表示されたグラフィックでもよい。グラフィック
は、リモートコンピューティングデバイス２０４のユーザが配達荷物に関する情報（たと
えば、荷物の写真、荷物到着の時間、荷物取り去りの時間、荷物を配達した人のＩＤ、荷
物を取り去った人のＩＤ）を見ることを可能にするように構成され得る。
【０１２２】
　第１の警報２３２は、リモートコンピューティングデバイス２０４が第２の通信２３０
ｂをドアベル２０２から受信することに応答してリモートコンピューティングデバイス２
０４に表示され得る。システム２００は、リモートコンピューティングデバイス２０４に
表示されたグラフィカルユーザインターフェース２４０を含み得る。グラフィカルユーザ
インターフェース２４０は、配達荷物２４１に関する情報を表示するように構成され得る
。
【０１２３】
　この配達荷物２４１に関する情報は、参照することによって本明細書に組み込まれる、
２０１５年７月３０日に出願された、ＤＯＯＲＢＥＬＬ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　
ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳという題名の米国本特許出願第１４／８１３，
４７９号に記載される天気情報（たとえば、システム２００によって検出されるものとし
ての）と同時に表示され得る。たとえば、その表示は、「あなたの小包は雨の中で外にあ
ります」又は「毎時２５マイルの風があなたの郵便を吹き飛ばそうとしています」などの
情報を示し得る。
【０１２４】
　図５に示すように、グラフィカルユーザインターフェースは、配達荷物２４１の写真２
４３を示す。グラフィカルユーザインターフェース２４０は、配達荷物２４１に関する、
以下の情報、及び任意の他の関連情報を表示し得る：配達時間、誰に配達荷物が宛てられ
たか、送り主情報、内容、及び状況。状況は、配達荷物２４１が床カバー２３５上に現在
あるかどうかを示し得る。状況はまた、配達荷物２４１がまだドアベル２０２の検出範囲
（たとえば、カメラ２０８の視野）内にあるかを示し得る。
【０１２５】
　グラフィカルユーザインターフェース２４０は、ドアベル２０２のライト２１６ｂの少
なくとも一つの設定の変更を可能にするように構成される。ユーザインターフェース２４
０は、ボタン２３７（たとえば、必ずしも物理的ボタンでなくてもよい、タッチスクリー
ンアイコン）を含み得る。これらのボタン２３７のうちの少なくとも一つは、ドアベル２
０２のライト２１６ｂ（たとえば、ＬＥＤ）の設定の変更を可能にするように構成された
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ライト調整ボタンでもよい。
【０１２６】
　ボタン２３７によって変更される設定は、ライト２１６ｂの色でもよい。たとえば、色
は、赤から緑、青、白と変化し得る。数百万の色の組合せが、ＬＥＤで可能である。色は
、休日又は特別な日の色に対応し得る。
【０１２７】
　ボタン２３７によって変更される設定は、ライト２１６ｂの明度でもよい。たとえば、
ボタン２３７は、調光器の機能を果たし得る。
【０１２８】
　ある種の実施形態では、システム２００は、床カバー２３５が配達荷物２４１の第１の
指示を検出することに応答して設定を自動的に変更する。たとえば、荷物２４１の取り去
りにより、ドアベル２０２から及び／又は床カバー２３５から赤い光を点滅させることが
できる。荷物２４１の到着により、緑色の光を点滅させることができる。
【０１２９】
　いくつかの実施形態では、システム２００（たとえば、ドアベル）は、荷物２４１の到
着又は取り去りを検出することに応答してサウンド又は人に聞こえる言葉を発する。サウ
ンド及び／又は言葉は、配達への感謝及び／又は持ち去る人への警告でもよい。
【０１３０】
　多数のタイプの警告音が、システム２００が床カバー２３５からの配達荷物２４１の取
り去りを検知することに応答してドアベル２０２から（たとえば、図４に示されるスピー
カ４８８から）発せられ得る。床カバー２３５はまた、スピーカ４８８ｂから警告音を発
し得る。警告音は、「やめなさい、小包の窃盗は違法です」などの所定のメッセージを述
べる音声でもよい。床カバー２３５によって感知されるものとしての、圧力の低下は、シ
ステム２００が荷物２４１の取り去りを検出することを可能にし得る。
【０１３１】
　スピーカ４８８ｂを有することに加えて、床カバー２３５はまた、ＬＥＤでもよい多数
の警告ライト２１６ｃを含み得る。いくつかの実施形態では、警告ライト及び警告音は、
システム２００が動作を検出すること（たとえば、動作検出器２１８を介して）に応答し
てドアベル２０２及び床カバー２３５のうちの少なくとも一つから発せられる。
【０１３２】
　ある種の実施形態では、警告ライト及び警告音は、オブジェクト（たとえば、訪問者３
８８）がドアベル２０２のカメラ２０８の視野に入ったことをシステム２００が検出する
ことに応答してドアベル２０２及び床カバー２３５のうちの少なくとも一つから発せられ
る。たとえば、荷物２４１が床カバー２３５の上にある及び／又はドアベル２０２によっ
て検出される間に訪問者３８８がドアベル２０２及び／又は床カバー２３５に近づいた場
合、ドアベル２０２及び／又は床カバー２３５は、ライト２１６ｂ、２１６ｃから警告ラ
イトを発することができ、スピーカ４８８ｂ、４８８（図４に示される）から警告サウン
ドを発することができる。したがって、システム２００は、動作及び／又はオブジェクト
検出に応答して、加えて、配達荷物２４１が床カバー２３５の上に置かれたとシステム２
００が決定することに応答して、警告を発することができる。
【０１３３】
　ある種の実施形態では、システム２００は、リモートコンピューティングデバイス２０
４を携帯する人が荷物２４１を取り去る人である場合には警告を発しないように構成され
る。一方で、リモートコンピューティングデバイス２０４がドアベル２０２から遠くにあ
る（たとえば、住居から離れている）ときに、人が荷物２４１を取り去る場合、そのとき
、荷物２４１を取り去る人は泥棒である可能性がある。したがって、ある種の実施形態は
、リモートコンピューティングデバイス２０４がドアベル２０２の所定の距離内にないこ
と及びドアベル２０２の検出範囲内にないことのうちの少なくとも一つであるとシステム
が決定した期間にシステム２００が床カバー２３５からの配達荷物２４１の取り去りを検
知することに応答してドアベル２０２及び床カバー２３５のうちの少なくとも一つから発
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せられる警告ライト及び警告音を含む。所定の距離は、ドアベル２０２の３０メートル以
内でもよい。
【０１３４】
　システム２００は、ドアベル２０２及びリモートコンピューティングデバイス２０４か
らのグローバルポジショニングシステム（「ＧＰＳ」）情報に基づいて、コンピューティ
ングデバイス２０４が所定の距離内にあるかを決定することができる。システム２００は
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などの短距離通信プロトコルを介してリモートコンピ
ューティングデバイス２０４と直接通信しようとするドアベル２０２を介してリモートコ
ンピューティングデバイス２０４がドアベル２０２の検出範囲内にあるかを決定すること
ができる。リモートコンピューティングデバイス２０４が、ドアベル２０２からのＢｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ（登録商標）信号に応答しない場合、次いで、システム２００は、リモート
コンピューティングデバイス２０４はドアベル２０２の検出範囲外にあると決定する。
【０１３５】
　ドアベル２０２が排他的にバッテリ電力を介して（図３に示されるようにビルディング
３００から電気ワイヤ３０４を介してではなくて）電力を供給される実施形態では特に、
ドアベル２０２の電力消費の最小化は重要になり得る。ある種の実施形態では、ドアベル
２０２は、スリープモードを終了させることなしにはカメラ２０８が記録しないようにす
るスリープモードにある。床カバー２３５が荷物２４１の配達、移動、又は取り去りを検
出することにより、ドアベル２０２はスリープモードを終了させる、写真を撮る、及び／
又はビデオの記録を開始することができる。写真及びビデオは、サーバ２０６に及び／又
はリモートコンピューティングデバイス２０４に送られ得る。ある種の実施形態では、ド
アベル２０２は、床カバー２３５が配達荷物２４１の第１の指示を検出すること（たとえ
ば、カメラ２０８の活動による）に応答して増える電力消費率を備える。
【０１３６】
　いくつかの実施形態では、ドアベル２０２は、床カバー２３５が配達荷物２４１の第１
の指示を検出することに応答して少なくとも一枚の写真を撮るように構成されたカメラ２
０８を備える。センサ２３９は、配達荷物２４１を床カバー２３５上に置くことで圧力セ
ンサが第１の指示を検出することを可能にするように構成された圧力センサを備え得る。
【０１３７】
　カメラ２０８は、電気によってドアベル２０２に結合され得る。カメラ２０８はまた、
床カバー２３５に電気によって結合され得る。システム２００は、システムが配達荷物２
４１の取り去りを検出することに応答してカメラ２０８によって撮られるビデオを備え得
る。ビデオは、配達荷物２４１が床カバー２３５の上にあるとシステム２００が決定した
期間にカメラ２０８の視野に入ったオブジェクト（たとえば、訪問者３８８）をカメラ２
０８が検出することに応答してカメラ２０８によって撮られ得る。
【０１３８】
　ドアベル２０２は、動作検出器２１８を含み得る。床カバーはまた、ドアベル２０２の
動作検出器２１８の同じ特徴及び機能をすべて有し得る動作検出器２１８を含み得る。あ
る種の実施形態では、動作検出器２１８及びカメラ２０８は、ドアベル２０２及び床カバ
ー２３５のうちの少なくとも一つに電気的に結合される。システム２００は、配達荷物２
４１が床カバー２３５の上にあるとシステム２００が決定した期間に動作検出器２１８が
動作指示を検出することに応答してカメラ２０８によって撮られるビデオを備え得る。第
２の通信２３０ｂは、動作検出器２１８が動作指示を検出することに応答してドアベル２
０２からリモートコンピューティングデバイス２０４に送られ得る。第２の通信２３０ｂ
は、ビデオを備え得る。
【０１３９】
　いくつかの実施形態では、第１の指示は、床カバー２３５からの配達荷物２４１の取り
去りに関連し得る。システムはさらに、床カバー２３５が第１の指示を検出することに応
答して床カバー２３５からドアベル２０２に送られる第１の通信２３０ａを備え得る。シ
ステムはまた、ドアベル２０２が第１の通信２３０ａを受信することに応答してドアベル
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２０２からリモートコンピューティングデバイス２０４に送られる第２の通信２３０ｂを
備え得る。前述のように、カメラ２０８は、ドアベル２０２及び床カバー２３５のうちの
少なくとも一つに電気的に結合され得る。第２の通信２３０ｂは、センサ２３９の第１の
指示の検出の５秒以内にカメラ２０８によって撮られた写真を備え得る。５秒以内の写真
の撮影は、写真（ビデオでもよい）が荷物２４１を取り去った泥棒を示すことを確保し得
る（泥棒が逃げ得るより前に写真を撮るシステム２００を介して）。
【０１４０】
　システム２００が、荷物２４１の到着、訪問者３８８の移動（たとえば、ドアベル２０
２に向かった）、荷物２４１の移動、及び／又は荷物２４１の取り去りを検出したとき、
システム２００は、写真２４５を撮ることができる。ドアベル２０２とリモートコンピュ
ーティングデバイス２０４との間の通信２３０ｂは、これらの写真２４５を含み得る。し
たがって、システム２００は、リモートコンピューティングデバイス２０４のユーザの好
みに応じてリモートコンピューティングデバイス２０４に多数の写真を送ることができる
。本明細書では、ビデオを送ることは、写真を送ることを含む（写真はビデオの一部であ
るので）。したがって、写真は、静止写真でもよく、ビデオの一瞬でもよい（たとえば、
ビデオの一つのフレームでもよい）。
【０１４１】
　荷物２４１に関するドアベル通信２３０ｄは、ワイヤレスネットワーク３０８（たとえ
ば、ビルディング３００の）を介して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を介して、セル
ラネットワークを介して、電気通信ネットワークを介して、インターネットを介して、及
び／又はサーバ２０６を介してリモートコンピューティングデバイス２０４に送られ得る
。ある種の実施形態では、別のリモートコンピューティングデバイス２０４ｎはまた、荷
物２４１に関するドアベル通信２３０ｄを受信する。ドアベル通信２３０ｄは、荷物２４
１の写真２４３、及び／又は、ドアベル２０２及び／又は荷物２４１の指示（たとえば、
荷物２４１の到着、荷物２４１の移動、及び／又は床カバー２３５からの及び／又はドア
ベル２０２の視野からの荷物２４１の取り去り）をカバー２３５が検出した５秒以内の時
間にシステム２００のカメラ２０８、２０８ｂによって撮られた写真２４３を含み得る。
【０１４２】
　ある種の実施形態では、第２のリモートコンピューティングデバイス２０４ｎは、隣人
のリモートコンピューティングデバイスである。ドアベル通信２３０ｄは、隣人が荷物２
４１を引き取る及び移動することの要求を含み得る。この要求に応答して、隣人は、荷物
の所有者が荷物２４１を隣人から受け取ることができるまで、荷物２４１が盗まれること
を防ぐために、荷物２４１を隣人の住居に持って行くことができる。
【０１４３】
　システム２００のある種の実施形態は、床カバー２３５を使用して荷物２４１を検出す
る。しかしながら、システム２００のある種の実施形態は、床カバー２３５を使用して荷
物２４１を検出しない。たとえば、ドアベル２０２は、カメラ２０８を使用して荷物２４
１を検出することができる。
【０１４４】
　ドアベル２０２が動きを検出する（カメラ２０８を介して及び／又は動作検出器２１８
を介して）とき、ドアベル２０２は、カメラ２０８を使用して写真２４３を撮ることがで
きる。システム２００は、次いで、写真２４３を分析して、写真２４３が荷物２４１を示
すかを決定することができる。この写真分析は、画像認識プロシージャを使用して写真２
４３内の荷物２４１の指示を探すことができる。たとえば、画像認識プロシージャは、段
ボールの配達箱に特有の色（たとえば、茶色）を探すことを含み得る。画像認識プロシー
ジャは、約９０度の角度で接続された平面（箱の形を示す）を探すことを含み得る。画像
認識プロシージャは、異なる時間に撮られた画像内の異なる位置にある平面（箱が第１の
写真において第１のポジションにあり、第１の写真の１０秒以内に撮られた第２の写真に
おいて第２のポジションにあるように、ドアベル２０２に向かって運ばれる箱を示す）を
探すことを含み得る。
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【０１４５】
　荷物２４１検出プロシージャはまた、ドアベル２０２のマイクロフォン４８４（図４に
示される）を使用して配達車両を示す音（たとえば、フェデックス社及びユナイテッドパ
ーセルサービス社などの配達サービスに特有の大きいエンジン及び大型トラックの音）を
聞くことを含み得る。システム２００はまた、マイクロフォン４８４を使用して、荷物２
４１が床（たとえば、玄関３１０の）に落とされたことを示す音を聞くことができる。シ
ステム２００は、次いで、その音を分析して、荷物２４１がビルディング３００に配達さ
れた（たとえば、荷物２４１がドアベル２０２の検出範囲内のビルディング３００の外側
に置かれた）ことを識別することができる。
【０１４６】
　システム２００は、配達車両がドアベル２０２の検出範囲内（たとえば、マイクロフォ
ン４８４が配達車両を聞くことができる範囲内）に停止したのを聞くことができる。しか
しながら、システム２００は、配達車両が荷物２４１をビルディング３００に残したか又
は隣人の住居に残したかが分からないことがある。システム２００は、配達車両を示すサ
ウンドの検出の３０秒以内に動きを検出すること（カメラ２０８を介して及び／又は動作
検出器２１８を介して）に応答して配達荷物を識別することによって、隣人の住居への配
達とビルディング３００への配達とを区別することができる。
【０１４７】
　図５では、床カバー２３５の斜視図を示す。図５の光景は、ドア２５４の正面図を示す
。図５は、訪問者３８８が住居のドア２５４に向けて歩くときに訪問者３８８が通常見る
光景である。
【０１４８】
　図６は、床カバー２３５の線図を示す。図６は、床カバー２３５の上面図及びドアベル
２０２の正面図を示す。電気ワイヤ３０４は、ドアベル２０２を床カバー２３５に電気的
に結合させて、ドアベル２０２が床カバー２３５に電力を提供すること（又はその逆）を
可能にする。ドアベル２０２は、ビルディング３００から電力を受信することができ（図
５に示すように）、次いで、電力の少なくとも一部を電気ワイヤ３０４を介して床カバー
２３５に提供することができる（たとえば、ドアベル２０２がビルディング３００の壁に
取り付けられている間及び床カバー２３５が地面に置かれている間）。電気ワイヤ３０４
はまた、ドアベル２０２と床カバー２３５との間の一方向通信及び／又は双方向通信のた
めに使用され得る。
【０１４９】
　いくつかの実施形態は、ドアベル２０２と床カバーとの間の電気ワイヤ３０４を含まな
い。ドアベル２０２は、通信２３０ｃを床カバー２３５にワイヤレスに送ることができる
。床カバー２３５は、通信２３０ａをドアベル２０２にワイヤレスに送ることができる。
【０１５０】
　床カバー２３５は、ＰＣＢ、スピーカ４８８ｂ、ライト２１６ｃ、バッテリ４６２ｂ、
カメラ２０８ｂ、及び動作検出器２１８ｂを備え得る。床カバー２３５はまた、床カバー
２３５とドアベル２０２との間の通信を可能にするように構成された通信システム５０４
ｂを含み得る。通信システム５０４ｂは、トランシーバを含み得る。通信システム５０４
ｂは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ（登録商標）を使用することができる
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信システムでもよい。
【０１５１】
　センサ２３９は、床カバー２３５の上面の少なくとも６０パーセントで荷物を検出する
ように構成され得る。この構成は、床カバー２３５の上にある荷物の検出の失敗の発生を
最低限に抑えるのに役立ち得る。センサ２３９は、多数の個々の圧力センサ、光センサ、
小包センサ、及び／又は荷物を検出するように構成された任意のセンサで作られ得る。
【０１５２】
　ある種の実施形態は、デバイス及びシステムに関連して説明されるが、デバイス実施形
態及びシステム実施形態はまた、方法としても生成され得る。ある種の実施形態は、荷物
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の検出の方法を含む。方法は、第１のワイヤレス通信システムを有するドアベルを備える
配達荷物検出システムと、玄関の床に配置するように構成された床カバーとの取得を含み
得る。床カバーは、センサを備え得る。方法は、床カバーのセンサによって床カバー上の
配達荷物の第１の指示を検出することを含み得る。方法は、ドアベルを床カバーに通信で
結合させること、ドアベルをビルディングに取り付けること、及び／又は、玄関の床に床
カバーを配置することを含み得る。
【０１５３】
　いくつかの実施形態は、床カバーが配達荷物の第１の指示を検出することに応答してド
アベルに床カバーから第１の通信を送ることを含む。いくつかの方法は、ドアベルが第１
の通信を受信することに応答してドアベルからリモートコンピューティングデバイスに第
２の通信を送ることを含む。
【０１５４】
　第２の通信は、ドアベルによって撮られた第１の写真を備え得る。ある種の方法は、床
カバーが配達荷物の第１の指示を検出することに応答してリモートコンピューティングデ
バイスに第１の写真をドアベルによって送ることを備える。
【０１５５】
　ここで図７及び８を参照すると、いくつかの実施形態では、配達荷物検出システム７０
０は、ドアベル７０２、リモートコンピューティングデバイス７０４、及び配達荷物７０
６を含む。ドアベル７０２は、第１のワイヤレス通信システム７０８及び無線周波数識別
読取り装置７１０を有し得る。ドアベル７０２は、ビルディング７１１の外壁、たとえば
ドア７１３の近く、に取り付けられ得る。リモートコンピューティングデバイス７０４は
、第１のワイヤレス通信システム７０８を介してドアベル７０２に通信で結合され得る。
第１のワイヤレス通信システム７０８は、ワイヤレスネットワーク７０９とインターフェ
ースする又はそれを含むように構成され得る。配達荷物７０６は、無線周波数識別タグ７
１２を有し得る。無線周波数識別タグ７１２を有する荷物７０６が、たとえば、郵便配達
員によって、ドア７１３の近くに残されるとき、ドアベル７０２は、荷物７０６を検出す
ることができる。ドアベル７０２は、配達荷物７０６の無線周波数識別タグ７１２を読み
取る無線周波数識別読取り装置７１０によって、荷物７０６を検出する。
【０１５６】
　ドアベル７０２が、無線周波数識別タグ７１２を検出するとき、第１の通信７１４は、
ドアベル７０２からリモートコンピュータシステム７１６に送られ得る。リモートコンピ
ュータシステム７１６は、データベース７１８を備え得る。リモートコンピュータシステ
ム７１６は、送り主と連携し得る。データベース７１８は、配達荷物７０６に関する情報
７１５を有し得る。第２の通信７２０は、リモートコンピュータシステム７１６が第１の
通信７１４を受信することに応答してリモートコンピュータシステム７１６からドアベル
７０２に送られ得る。第２の通信７２０は、配達荷物７０６に関する情報７１５を備え得
る。
【０１５７】
　ある種の実施形態では、システム７００はさらに、ドアベル７０２が第２の通信７２０
を受信することに応答してドアベル７０２からリモートコンピューティングデバイス７０
４に送られる第３の通信７２２を備え得る。第３の通信７２２は、送り主からドアベル７
０２によって受信された情報７１５を含み得る。第３の通信７２２はまた、いつドアベル
７０２が配達荷物７０６を最初に検出したかを示す時間７２４を含み得る。
【０１５８】
　たとえば、ユーザは、送り主からオンラインで製品を注文することがある。送り主は、
製品を出荷し、それが玄関前に到着したとき（配達荷物７０６）、ドアベル７０２は、荷
物７０６を検出し、荷物７０６がその宛先に到着したと送り主に通信７１４を送る。送り
主は、次いで、ドアベル７０２に配達荷物７０６に関連する情報７１５を送り返すことが
できる。ドアベル７０２が、この情報７１５を有した後は、ドアベル７０２は、その情報
を別の通信でユーザに送ることができ、それによって、ユーザが彼らが荷物７０６を有す
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ること及び荷物７０６に関する情報７１５の通知を受けることを可能にする。通信はまた
、荷物７０６の配達の時間をユーザに通知することができる。配達荷物７０６に関連する
情報７１５は、荷物７０６の内容の説明、荷物７０６の送り主の名前、荷物７０６の価値
などでもよい。リモートコンピュータシステム７１６は、たとえば、サーバ、ウェブサイ
ト、コンピュータ、又はワークステーションでもよい。
【０１５９】
　ここで図９を参照すると、ドアベル７０２はまた、配達された荷物７０６をユーザが見
ることを可能にするために、カメラ７３０を含み得る。ドアベル７０２が、荷物７０６を
検出するとき、ドアベル７０２は、荷物７０６の写真を撮り、それを第４の通信７２６で
リモートコンピューティングデバイス７０４に送ることができる。第４の通信７２６はま
た、ドアベル７０２が第２の通信７２０を受信することに応答してドアベル７０２からリ
モートコンピューティングデバイス７０４に送られ得る。第４の通信７２６は、カメラ７
３０によって撮られた第１の写真７２８を備え得る。第１の写真７２８は、配達荷物７０
６を示し得る。
【０１６０】
　ここで図１０を参照すると、いくつかの実施形態では、システム８００は、ドアベル８
０２が配達荷物８０６の無線周波数識別タグ８１２を検出することに応答してドアベル８
０２からリモートコンピューティングデバイス８０４に送られる第１の通知８１４を備え
得る。第１の通知８１４は、ドアベル８０２が配達荷物８０６の無線周波数識別タグ８１
２を検出することに応答してドアベル８０２のカメラ８３０によって撮られる第１の写真
８２８を備え得る。リモートコンピューティングデバイス８０４は、ユーザが、たとえば
、表示画面８３２に表示された第１の写真８２８の少なくとも一部を見ることを可能にす
るために表示画面８３２を有し得る。システム８００は、第１の通知８１４に応答してリ
モートコンピューティングデバイス８０４のユーザが表示画面８３２で配達荷物８０６を
見ることを可能にするように構成され得る。
【０１６１】
　ここで図１１及び１２を参照すると、ドアベル８０２は、ビルディング８１１、たとえ
ば、ドア８１３の近く、に取り付けられ得る。ドアベルは、特定の検出範囲８３４を有す
る無線周波数識別読取り装置８１０を有する。小包が、この検出範囲８３４に持ち込まれ
るとき、無線周波数識別読取り装置８１０は、荷物８０６の無線周波数識別タグ８１２を
読み取ることができる。無線周波数識別タグ８１２を有する荷物８０６が、検出範囲８３
４に入るとき、システム８００は、通知８１４をリモートコンピューティングデバイスに
送ることができる。同様に、無線周波数識別タグ８１２を有する荷物８０６が、検出範囲
８３４から取り去られた（すなわち、ドアベル８０２によってもはや検出されない）場合
、ドアベル８０２は、通知８２０をリモートコンピューティングデバイス８０４に送るこ
とができる。荷物８０６の取り去りは、写真８３６を撮るようにカメラ８３０をトリガす
ることができる。写真８３６は、荷物８０６が盗まれたか、又は吹き飛ばされたかなどを
ユーザが決定することを可能にし得る。荷物８０６が取り去られたという通知８２０はま
た、荷物８０６が、たとえば郵便配達員によって、引き取られたときにユーザに警告する
ことができる。荷物８０６が取り去られたという通知８２０は、ドアベル８０２のカメラ
８３０によって撮られた写真８３６並びに他の情報（すなわち、時間、日付など）を含み
得る。
【０１６２】
　ここで図１３及び１４を参照すると、ドアベル８０２はまた、荷物８０６が移動すると
きに検出することができる。ドアベル８０２は、荷物８０６の無線周波数識別タグ８１２
からの二つの異なる信号８３８、８４２の強度を比較することによって、荷物の移動を検
出することができる。たとえば、システム８００はさらに、１回目にドアベル８０２によ
って検出された無線周波数識別タグ８１２の第１の信号８３８、２回目８４４にドアベル
８０２によって検出された無線周波数識別タグ８１２の第２の信号８４２、及び、ドアベ
ル８０２からリモートコンピューティングデバイス８０４に送られる第２の通知８２０を
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備え得る。システムは、第２の信号８４２が第１の信号８３８よりも弱い場合に、荷物が
ドアベル８０２から離れていく、又は取り去られたと決定し得る。ドアベル８０２がドア
ベルから離れていく荷物又は配達荷物８０６の取り去りを検出することに応答して、ドア
ベル８０２は、第２の通知８２０をリモートコンピューティングデバイス８０４に送るこ
とができる。ドアベル８０２はまた、荷物８０６が移動する又は取り去られたことをドア
ベル８０２が検出することに応答してカメラ８３０３で写真８３６を撮ることができる。
第２の通知８２０は、ドアベル８０２のカメラ８３０によって撮られた第２の写真８３６
を備え得る。無線周波数識別タグ８１２は、アクティブタグでもよい。ドアベル８０２は
、無線周波数識別読取り装置８１０が配達荷物８０６のパッシブ無線周波数識別タグ８１
２を読み取ることによって配達荷物８０６を検出するように構成され得る。ドアベル８０
２は、無線周波数識別読取り装置８１０が配達荷物８０６のアクティブ無線周波数識別タ
グ８１２を読み取ることによって配達荷物８０６を検出するように構成され得る。
【０１６３】
チャイム消音実施形態
　以下の出願の全内容は、参照することによって本明細書に組み込まれる：２０１５年５
月２８日に出願された、ＤＯＯＲＢＥＬＬ　ＣＨＩＭＥ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥ
ＴＨＯＤＳという題名の米国本特許出願第１４／７２４，７２３号。本明細書の図１５～
２１は、チャイム実施形態を含む、図３１～３７として米国特許出願第１４／７２４，７
２３号において説明される。
【０１６４】
　ドアベルチャイムは、しばしば、うるさく、人の睡眠を阻害することがある。この睡眠
の阻害は、しばしば、訪問者がドアベルを鳴らす可能性が最も高い日中に昼寝をしている
ことがある赤ちゃんや小さい子供にとっては特に耐え難い。人（赤ちゃん、子供、又は大
人）が就寝中の間はチャイムを切る又は音量を下げることを可能にするドアベルシステム
は、人がよりよい質の睡眠をとることを助けることができる。
【０１６５】
　チャイム３０２は、本明細書に記載された又は参照によって組み込まれた任意のドアベ
ル２０２のすべての特徴、部品、部分、システム、及び構成要素を含み得る。チャイム３
０２は、図１５及び１６に示されたすべての項目を含み得る。
【０１６６】
　ここで図１５～２１を参照すると、ユーザは、リモートコンピューティングデバイス２
０４を使用して、ビルディング内部に置かれたチャイム３０２から発せられるサウンドを
選択する又はビルディング内部に置かれたチャイム３０２の音を消すことができる。いく
つかの実施形態は、誰かがドアベル２０２を「鳴らす」又はドアベル２０２によって検出
されるときにチャイム３０２が発し得る多数の異なるサウンドを含む。
【０１６７】
　図１５に示すように、チャイム３０２は、ビルディング３００の電源及び／又はチャイ
ム内にあるバッテリ４６２ｂの電源からバックアップ又は一次電力を受信することができ
る。同様に、チャイム３０２は、チャイム３０２の近辺での異なる事象を検出するための
様々な構成要素を含み得る。たとえば、実施形態は、ビルディング３００の内側部分に沿
って動作を検出するように構成された動作検出器２１８を含み得る。チャイム３０２はま
た、ビルディング３００の内側部分に沿って画像をキャプチャするように構成可能なカメ
ラ部品２０８ｂを含み得る。同様に、チャイム３０２は、サウンドを発するように構成可
能なスピーカ４８８ｂと、ユーザによって話された可聴メッセージを受信するように構成
可能なマイクロフォン４８４ｂとを含み得る。
【０１６８】
　さらに、実施形態において、チャイム３０２は、ビルディング３００の内側部分に沿っ
た温度を決定するように構成可能な温度計５１２ｂとビルディング３００の内側部分に沿
った湿気を決定するように構成可能な湿気センサ３０５とを含むがこれらに限定されない
付加的構成要素を含み得る。チャイム３０２は、様々な他の事象を監視及び検出するため
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の多岐にわたる検出構成要素を含み得る検出システム５２８ｂを含み得る。同様に、チャ
イム３０２は、チャイムをドアベル２０２、リモートコンピューティングデバイス２０４
、及び／又は任意の他の通信デバイスに通信で結合させるように構成可能な通信システム
５０４ｂを含み得る。通信システム５０４ｂは、ＷｉＦｉ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ（登録商標）、Ｔｈｒｅ
ａｄ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）などを介して通信することができる。チャ
イム３０２は、ドアベル２０２によって使用されるのと同じ構成要素をいずれも使用しな
い、いくつかを使用する、又はすべて使用することが可能であることを理解されたい。
【０１６９】
　ユーザは、制御アプリケーション６００を使用することによって、ユーザのリモートコ
ンピューティングデバイス２０４上のチャイム３０２によって発せられることになるサウ
ンドを選択することができる。リモートコンピューティングデバイス２０４は、次いで、
ドアベル２０２を介して（及び／又はサーバ２０６及びワイヤレスネットワーク３０８を
介して）チャイム３０２にサウンドを送ることができる。サウンドは、歌、ユーザによっ
て記録された挨拶、又は任意の他のタイプのサウンドでもよい。ある種の実施形態は、リ
モートコンピューティングデバイス２０４を使用してインターネットからサウンドをダウ
ンロードすること、サウンド（又は、サウンドに関連するデータ）をドアベル２０２に送
ること（たとえば、リモートコンピューティングデバイス２０４を使用したサウンドの選
択に応答して）、サウンド（又は、サウンドに関連するデータ）をドアベル２０２からチ
ャイム３０２に送ること、及び／又はチャイム３０２からサウンドを発することを含む。
【０１７０】
　図１７及び１８に示すように、チャイム３０２は、電気プラグ３０７を含み得る。プラ
グ３０７は、電源コンセント３０９に機械的にで及び電気的に結合され得る（図１８に示
すように）。図１７は、電気的に及び／又は通信で電源コンセント３０９に結合され得る
少なくとも一つのプラグ３０７を含むチャイム３０２の実施形態を示す。一つのプラグ３
０７は、それによって、電気的に及び／又は通信でドアベル２０２を電源コンセント３０
９のワイヤに結合させ得る。
【０１７１】
　図１９及び２０に示すように、ドアベル２０２は、リモートコンピューティングデバイ
ス２０４とチャイム３０２との間の通信ブリッジの役割を果たし得る。ドアベル２０２は
、リモートコンピューティングデバイス２０４がチャイム３０２を制御することを可能に
するために使用され得る。ユーザは、リモートコンピューティングデバイス２０４でオプ
ション（たとえば、歌又はチャイム設定）を選択することができ、次いで、システムは、
コンピューティングデバイス２０４に、及び／又はコンピューティングデバイス２０４か
らそのオプションに関する情報を送ることができる。次いで、システムは、ユーザがリモ
ートコンピューティングデバイス２０４を介してオプションを選択することに応答してド
アベル２０２からチャイム３０２にオプションに関する情報を送ることができる。コンピ
ューティングデバイス２０４とドアベル２０２との間の通信２３０は、ワイヤレスでもよ
い。ドアベル２０２とチャイム３０２との間の通信２３０は、ワイヤレスでもよい。
【０１７２】
　図２１に示すように、チャイム３０２は、リモートコンピューティングデバイス２０４
とドアベル２０２との間の通信ブリッジの機能を果たし得る。これは、特に、ドアベルが
機械で及び／又は電気的に結合されたビルディング３００のワイヤレスネットワーク３０
８にドアベル２０２０がアクセスすることができないときに役に立ち得る。チャイム３０
２は、ビルディング３００内部に置かれてもよく、それにより、ビルディング３００のワ
イヤレスネットワーク３０８にアクセスする可能性はより高くなる（ワイヤレスネットワ
ーク３０８のルータから遥かに遠くに置かれ得るドアベル２０２での信号強度と比較した
チャイム３０２でのワイヤレスネットワーク３０８の優れた信号強度による）。ある種の
実施形態は、チャイム３０２の第１の位置でのワイヤレスネットワーク３０８の第１のワ
イヤレス信号強度がドアベル２０２の第２の位置でのワイヤレスネットワーク３０８の第



(30) JP 6884106 B2 2021.6.9

10

20

30

40

50

２のワイヤレス信号強度より大きいことに応答して、リモートコンピューティングデバイ
ス２０４とドアベル２０２との間の通信ブリッジの機能を果たすようにチャイム３０２を
構成することを含む。
【０１７３】
　システム２００は、様々な方式で通信するように構成され得る。ある種の実施形態では
、リモートコンピューティングデバイス２０４は、ドアベル２０２と直接通信し、一方で
、ドアベル２０２は、チャイム３０２と直接通信する。ある種の実施形態では、リモート
コンピューティングデバイス２０４は、チャイム３０２と直接通信し、一方で、ドアベル
２０２は、チャイムと直接通信する。一般に、ユーザは任意の方式でシステム２００を構
成し得ることを理解されたい。
【０１７４】
　ここで図２２を参照すると、ドアベルチャイムシステムは、特に、電子モニタ１０００
、ドアベル２０２、及びトランシーバ３０１を含み得る。電子モニタ１０００（たとえば
、赤ちゃんモニタ）は、人１０１２（たとえば、赤ちゃん）が眠っているかどうかを検出
することができる。電子モニタ１０００は、マイクロフォン１００２（たとえば、睡眠を
示す呼吸を聞くための）、ビデオカメラ１００４（たとえば、動作の欠如、睡眠姿勢、又
は睡眠を示す他の行動を監視するための）、マットレス下の運動モニタ１００６（たとえ
ば、人がベッドにいるかどうかを検出するための及び／又は睡眠を示す運動挙動を検出す
るための）、呼吸モニタ１００８（たとえば、睡眠を示す呼吸を検出するための）、及び
／又は人１０１２が就寝中であるかどうかを決定するように構成された他のセンサ１０１
０を含み得る。
【０１７５】
　電子モニタ１０００は、カリフォルニア州サンフランシスコにオフィスを有するジョー
ボーン社（Ｊａｗｂｏｎｅ　Ｉｎｃ．）によって作られたＪａｗｂｏｎｅＵＰ２（登録商
標）などのアクティビティトラッカでもよい。電子モニタ１０００はまた、カリフォルニ
ア州クパチーノにオフィスを有するアップル社によって作られたＡｐｐｌｅ　Ｗａｔｃｈ
（登録商標）でもよい。ＪａｗｂｏｎｅＵＰ２（登録商標）及びＡｐｐｌｅ　Ｗａｔｃｈ
（登録商標）は、それらが取り付けられた人が就寝中であるかどうかを決定し得る。
【０１７６】
　電子モニタ１０００はまた、人が就寝中であるかを決定するように構成された動作検出
器でもよい。１５分間を超える動作の欠如は、人が就寝中であることを示し得る。
【０１７７】
　電子モニタ１０００はまた、マットレス下のモニタでもよい。Ａｎｇｅｌｃａｒｅ　Ａ
Ｃ１１００は、電子モニタの実施形態の一例である。ＡＣ１１００は、人が就寝中である
かどうかを検出するように構成され得る、ビデオカメラ、サウンドモニタ、及びマットレ
ス下のモニタを含む。ＡＣ１１００は、カナダのケベック州キャンディアックにオフィス
を有するエンジェルケアモニタ社（Ａｎｇｅｌｃａｒｅ　Ｍｏｎｉｔｏｒ　Ｉｎｃ．）に
よって作られる。
【０１７８】
　Ｍｉｍｏスマートベビームーブメントモニタは、電子モニタ１０００の一例である。Ｍ
ｉｍｏは、マサチューセッツ州ボストンにオフィスを有するレストデバイス社（Ｒｅｓｔ
　Ｄｅｖｉｃｅ，　Ｉｎｃ．）によって作られる。
【０１７９】
　Ｓｐｏｕｔｌｉｎｇは、電子モニタ１０００の一例である。スパウトリング（Ｓｐｏｕ
ｔｌｉｎｇ）社は、カリフォルニア州サンフランシスコにオフィスを有する会社である。
【０１８０】
　Ｏｗｌｅｔは、電子モニタ１０００の一例である。Ｏｗｌｅｔは、ユタ州プロボにオフ
ィスを有するアウレットベビーケア（Ｏｗｌｅｔ　Ｂａｂｙ　Ｃａｒｅ）社によって作ら
れる。
【０１８１】
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　人が就寝中であるかどうかを検出するための多数の異なる方法が存在する。たとえば、
動作検出システムは、人が動かない場合に、その人は眠っていると決定し得る。レーダシ
ステムは、眠っていることを示す呼吸パターンを感知することができる。アクティビティ
トラッカは、眠っていることを示す加速度により又は単に動きの欠如の検出を介して睡眠
を検出することができる。カメラは、人を観察して、人が眠っているかを確かめることが
できる（たとえば、動きの欠如又はベッドの中にいることを介して）。動作検出システム
は、赤ちゃんモニタリングデバイス（すなわち、赤ちゃんによって装着されたデバイス）
の一部でもよい。別法として、ドアベルシステムは、人が眠っていることを示すためのユ
ーザのためのボタンを含み得る。
【０１８２】
　電子モニタ１０００は、ビルディング内部（たとえば、寝室内部、赤ちゃんのサークル
ベッドの近く）に置かれ得る。チャイム３０２は、同じビルディングの内部に置かれ得る
。ドアベル２０２は、ビルディングの外面（たとえば、玄関の近く）に結合され得る。電
子モニタ１０００、ドアベル２０２、及び／又はチャイム３０２は、通信で結合され得る
（たとえば、ワイヤレス通信２３０を介して）。
【０１８３】
　電子モニタ１０００、ドアベル２０２、及び／又はチャイム３０２は、同じワイヤレス
ネットワーク３０８に接続され得る。ある種の実施形態では、電子モニタ１０００、ドア
ベル２０２、及び／又はチャイム３０２は、通信で結合される（それらの間の通信を可能
にするために）が、同じワイヤレスネットワーク３０８には接続されない。
【０１８４】
　ドアベル２０２が、訪問者を検出した（たとえば、訪問者が、ドアベル２０２のボタン
を押した）場合、ドアベル２０２は、信号（データ又は単に電気でもよい）をトランシー
バ３０１（たとえば、チャイム３０２）に送ることができる。チャイム３０２は、ドアベ
ル２０２からの信号の受信に応答して、通知サウンドを発することができる。
【０１８５】
　人１０１２が、ドアベル２０２及び／又はトランシーバ３０１が取り付けられたビルデ
ィング３００（図３に示す）内部で就寝中である場合、そのとき、システムは、自動的に
、チャイム３０２によって発せられる通知サウンドを修正する又はチャイム３０２の電源
を切ることができる。通知サウンドを修正することは、特に、チャイム３０２が通知サウ
ンドを発するのを阻止すること、又は通知サウンドの音量を下げることを含み得る。シス
テムが、人１０１２はもう眠っていないことを検出した後は、次いで、システムは、チャ
イム３０２によって発せられる通知サウンドを自動的に修正する又はチャイム３０２の電
源を入れるように構成され得る。チャイム３０２によって発せられる通知サウンドを修正
することは、チャイム３０２が通知サウンドを発することを可能にすること、又は通知サ
ウンドの音量を上げることを含み得る。ある種の実施形態では、システムが、人１０１２
がもう眠っていないことを検出した後は、システムは、チャイム３０２に第２の通知サウ
ンドを発せさせるように構成され得る。
【０１８６】
　ある種の実施形態では、システムは、赤ちゃんが就寝中であることを電子モニタ１００
０が検出することに応答して通知サウンドの発信を不能にする。いくつかの実施形態では
、システムは、大人が就寝中であることを電子モニタ１０００が検出することに応答して
、通知サウンドの発信を阻止する。
【０１８７】
　電子モニタ１０００（たとえば、睡眠検出システム）は、人１０１２（たとえば、赤ち
ゃん）が就寝中であるかを検出することができる。睡眠検出システム１０００は、ワイヤ
レス通信２３０を介してドアベルチャイム３０２と直接通信して、チャイム３０２を通知
サウンドを発しない（したがって、チャイムが通知サウンドをスピーカ４８８ｂから発し
ない）ように構成することができる。ある種の実施形態では、ドアベルチャイム３０２と
通信する睡眠検出システム１０００は、修正信号をドアベルチャイム３０２に送る睡眠検
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出システム１０００を備える。
【０１８８】
　ある種の実施形態では、睡眠検出システム１０００は、チャイム３０２と直接通信し得
ない。ある種の実施形態では、睡眠検出システム１０００は、ワイヤレス通信２３０を介
してドアベル２０２（カメラを含む）と及び／又は通信ハブ３１４と通信する。次いで、
ドアベル２０２又は通信ハブ３１４は、ワイヤレス通信２３０（すなわち、修正信号）を
チャイム３０２に送って、通知サウンドを発しない又は通知サウンドの音量を下げるよう
にチャイム３０２を構成し得る。通信ハブ３１４は、ドアベルシステムの他の構成要素（
すなわち、ドアベル２０２、チャイム３０２、又は電子モニタ１０００）から信号（たと
えば、ワイヤレス通信２３０）を受信するように構成され得る。
【０１８９】
　ここで図２３を参照すると、ある種の実施形態では、トランシーバ３０１は、通信ハブ
３１４でもよい。通信ハブ３１４は、ドアベルシステムのその他の構成要素（すなわち、
ドアベル２０２、ドアベルチャイム３０２、及び電子モニタ１０００）に通信で結合され
得る。通信ハブ３１４は、ドアベルチャイムシステムの異なる部分の間の通信を可能にし
得る。たとえば、ある種の実施形態では、ドアベル２０２、ドアベルチャイム３０２、及
び電子モニタは、通信ハブ３１４に通信で結合され得るが、互いには結合されなくてもよ
い。ある種の実施形態では、ドアベル２０２、ドアベルチャイム３０２、及び電子モニタ
１０００は、通信ハブ３１４のみと通信し得る。たとえば、ドアベル２０２は、訪問者の
検出に応答して通信ハブ３１４に信号を送ることができる。次いで、通信ハブは、ドアベ
ルチャイム３０２に信号を送って、ドアベルチャイム３０２に通知サウンドを発せさせる
ことができる。通信ハブ３１４はまた、人１０１２が就寝中であることを電子モニタ１０
００が検出することに応答して電子モニタ１０００から信号を受信し得る。通信ハブ３１
４が電子モニタ１０００から人が就寝中であるという信号を受信することに応答して、通
信ハブは、ドアベルチャイム３０２に信号を送って、ドアベルチャイム３０２によって発
せられる通知サウンドを修正し得る。ある種の実施形態では、トランシーバ３０１は、ド
アベル２０２でもよい。
【０１９０】
　ドアベルチャイム３０２によって発せられる通知サウンドを修正するために、修正信号
が、ドアベル２０２が第１の信号を受信することに応答してドアベルチャイムに送られ得
る。
【０１９１】
　ある種の実施形態では、センサ１０１０は、人の呼吸を感知するように構成されたレー
ダ検出器でもよい。人１０１２が呼吸していないことを検出することに応答して、システ
ムは、第三者（たとえば、警察、救急サービス、救急車派遣、親戚）に通知することがで
きる。呼吸していないことは、心停止の兆候であり得るので、システムは、心停止検出シ
ステムになり得る。
【０１９２】
[解釈]
　本明細書に記載された工程は、いずれも必須又は不可欠ではない。いずれの工程も、調
整又は修正され得る。他の又は追加のステップが、使用され得る。本明細書で一つの実施
形態、フローチャート、又は例において開示された又は示された任意のステップ、プロセ
ス、構造物、及び/又はデバイスの任意の部分は、異なる実施形態、フローチャート、又
は例において開示された又は示された任意のステップ、プロセス、構造物、及び/又はデ
バイスの任意の他の部分と結合され得る或いはそれと又はそれの代わりに使用され得る。
本明細書で提供される実施形態及び例は、互いに離散的及び別個であることは意図されて
いない。
【０１９３】
　本明細書で提供されるセクション見出し及び副見出しは、非限定的である。セクション
見出し及び副見出しは、その見出し及び副見出しが関連するセクションに記載された実施
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形態の全範囲を表さず、或いはそれを制限しない。たとえば、「トピック1」という題名
のセクションは、トピック1に関連しない実施形態を含み得、他のセクションに記載され
た実施形態は、「トピック1」セクション内に記載された実施形態に適用され得、それと
結合され得る。
【０１９４】
　デバイス、システム、実施形態、及びプロセスのうちのいくつかは、コンピュータを使
用する。先行するセクションに記載された各々のルーチン、プロセス、方法、及びアルゴ
リズムは、コンピュータ命令を実行するように構成された一つ以上のコンピュータ、コン
ピュータプロセッサ、又はマシンによって実行されるコードモジュールにおいて実施され
得、完全に又は部分的に自動化され得る。コードモジュールは、ハードドライブ、ソリッ
ドステートメモリ、フラッシュメモリ、光ディスク、及び/又は同様のものなど、任意の
タイプの非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体又は有形コンピュータストレージデバ
イスに記憶され得る。プロセス及びアルゴリズムは、特定用途向け回路において部分的に
又は完全に実装され得る。開示されるプロセス及びプロセスステップの結果は、たとえば
、揮発性又は不揮発性ストレージなど、任意のタイプの非一時的コンピュータストレージ
に、永続的に又は他の方法で、記憶され得る。
【０１９５】
　前述の様々な特徴及びプロセスは、互いに独立して使用され得、又は様々な方法で結合
され得る。すべての起こり得る組合せ及び部分的組合せは、本開示の範囲内にあるものと
する。加えて、ある特定の方法、事象、状態、又はプロセスブロックは、ある種の実装形
態において省略され得る。本明細書に記載の方法、ステップ、及びプロセスはまた、任意
の特定のシーケンスに限定されず、それに関連するブロック、ステップ、又は状態は、適
切な他のシーケンスで実行され得る。たとえば、記載されたタスク又は事象は、具体的に
開示された順番以外の順番で実行され得る。複数のステップは、単一のブロック又は状態
において結合され得る。例示的タスク又は事象は、連続して、並行して、又は何らかの他
の形で実行され得る。タスク又は事象は、開示された例示的実施形態に追加する又はそこ
から取り除くことができる。本明細書に記載された例示的システム及び構成要素は、記載
されたものとは異なって構成され得る。たとえば、要素が、開示された例示的実施形態に
追加され得、そこから取り除かれ得、又はそれらと比較して再配置され得る。
【０１９６】
　たとえば、特に、「できる」、「できた」、「し得た」、「し得る」、「たとえば」な
ど、本明細書で使用される仮定的な言語は、具体的に特に指定のない限り、又は使用され
るものとしての文脈内で他の方法で理解されない限り、一般に、ある特定の実施形態は含
むが、他の実施形態はある特定の特徴、要素及び/又はステップを含まないことを伝える
ことが意図されている。したがって、そのような仮定的言語は、一般に、特徴、要素及び
/又はステップが何らかの方法で一つ以上の実施形態について必要とされること、或いは
一つ以上の実施形態が、作成者入力又はプロンプティングで又はそれなしに、これらの特
徴、要素及び/又はステップが任意の特定の実施形態に含まれるか又は任意の特定の実施
形態において実行されることになるかどうかを決定するためのロジックを必ず含むことを
暗示することを意図されていない。「備える」、「含む」、「有する」、及び同様の用語
は、同義語であり、包括的に、制約のない形で使用され、追加の要素、特徴、活動、動作
などを排除しない。また、「又は」という用語は、その包括的な意味において使用され(
その排他的な意味においてではなく)、したがって、たとえば、要素のリストを繋ぐため
に、使用されるとき、「又は」という用語は、リスト内の要素のうちの一つ、いくつか、
又はすべてを意味する。「Ｘ、Ｙ、及びＺのうちの少なくとも一つ」という表現などの接
続的言語は、具体的に特に指定のない限り、それ以外の場合には、項目、用語などがX、Y
、又はZのいずれかであり得ることを伝えるために一般に使用されるものとしての文脈で
理解される。したがって、そのような接続的言語は、一般に、ある特定の実施形態はXの
うちの少なくとも一つ、Yのうちの少なくとも一つ、及びZのうちの少なくとも一つが各々
存在することを必要とすることを暗示するものではない。
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【０１９７】
　「及び/又は」という用語は、ある種の実施形態に「及び」が適用され、ある種の実施
形態に「又は」が適用されることを意味する。したがって、Ａ、Ｂ、及び／又はＣは、一
つの文に書かれたＡ、Ｂ、及びＣと、別の文に書かれたＡ、Ｂ、又はＣとで置き換えるこ
とができる。Ａ、Ｂ、及び／又はＣは、ある種の実施形態はＡ及びＢを含み得、ある種の
実施形態はＡ及びＣを含み得、ある種の実施形態はＢ及びＣを含み得、ある種の実施形態
はＡのみを含み得、ある種の実施形態はＢのみを含み得、ある種の実施形態はＣのみを含
み得、そして、ある種の実施形態はＡ、Ｂ、及びＣを含み得ることを意味する。「及び／
又は」という用語は、不要な冗長性を避けるために使用される。
【０１９８】
　ある特定の例示的実施形態が、説明されたが、これらの実施形態は、単に例示として提
示され、本明細書で開示される発明の範囲を制限するものではない。したがって、前述の
説明のいずれも、任意の特定の特徴、特性、ステップ、モジュール、又はブロックが必要
又は不可欠であることを暗示するものではない。実際には、本明細書に記載された新しい
方法及びシステムは、様々な他の形で実施されることがあり、さらに、本明細書に記載さ
れた方法及びシステムの形において様々な省略、置換、及び変更が、本明細書で開示され
る発明の趣旨を逸脱することなく行われ得る。

【図１】 【図２】
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